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はじめに

『Solaris™ 9オペレーティング環境の概要』では、Solaris 9オペレーティング環境の
新機能について説明します。第 1章から第 4章では、デスクトップユーザー、システ
ム管理者、およびソフトウェア開発者を対象とした新機能について概略します。第 5
章「新しい機能の詳細説明」では、いくつかの機能についてより詳しく説明します。
付録では、以前の Solaris 7と Solaris 8のソフトウェアリリースの機能について説明
します。

Solaris 9 リリースの新機能の最新のリストは、 http://docs.sun.com の『Solaris
9オペレーティング環境の概要』を参照してください。本書で概略を説明している
Solaris 9の機能の詳細は、以下のマニュアルを参照してください。

国際化対応言語環境の利用ガイド

マルチスレッドのプログラミング

プログラミングインタフェース

Solaris 9インストールガイド

Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド

Solaris DHCPサービス開発ガイド

Solarisモジューラデバッガ

Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル

Solarisボリュームマネージャの管理

Solaris WBEM SDK開発ガイド

Solaris WBEM Servicesの管理

Solarisのシステム管理 (上級編)

Solarisのシステム管理 (基本編)
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Solarisのシステム管理 (IPサービス)

Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP編)

Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : FNS、NIS+編)

Solarisのシステム管理 (資源管理とネットワークサービス)

Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)

Writing Device Drivers

注 – Sunは、本書に記載されている他社のWebサイトの有効性については責任を負
わず、それらのサイトまたは資料に記載されていたりそこから利用できる内容、広
告、製品、またはその他の資料を保証したり責任を負うものではありません。ま
た、Sunは、そのようなサイトや資料から利用できる情報、製品、またはサービスを
使用することによって発生した損害または損失に対しての責任を負いません。

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することができ
ます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこと
もできます。URLは、http://docs.sun.comです。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに 9



一般規則
� このマニュアルでは、「IA」という用語は、Intel 32ビットのプロセッサアーキテ
クチャを意味します。これには、Pentium、Pentium Pro、Pentium II、Pentium II
Xeon、Celeron、Pentium III、Pentium III Xeonの各プロセッサ、および
AMD、Cyrixが提供する互換マイクロプロセッサチップが含まれます。
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第 1章

主な新機能

Solaris™オペレーティング環境は、Webベースのコンピューティング作業の基盤とな
る技術を提供します。Solarisは、大規模な環境でのコンピューティング作業に必要な
管理機能、スケーラビリティ、および高いパフォーマンスを備えています。

Solaris 9の主な機能
Solaris 9ソフトウェアリリースの主な機能と改良点を、以下に示します。すべての新
機能の一覧については、第 2章、第 3章、および第 4章を参照してください。

� Solaris 9 Resource Manager – Solaris 9 Resource Managerでは、システムリソー
スの割り当て、監視、および制御機能が拡張されました。主な機能には、フェア
シェアスケジューラ (FSS)と、システムリソースをパーティションに分割するため
のリソースプールがあります。16ページの「システムリソースの機能拡張」を参
照してください。

� Linuxとの互換性 –多数の Linuxアプリケーションが、実質的には今までと変わ
りなく Solarisオペレーティング環境で動作します。Solaris 9リリースでは、さら
に追加の Linuxコマンドおよびアプリケーションが統合されているため、混在環
境でユーザーの生産性を維持することができます。さらに、ソフトウェアアプリ
ケーションの開発者は、Solarisオペレーティング環境で、より簡単に Linuxアプ
リケーションを開発およびコンパイルできるようになりました。47ページの「開
発ツール」および 77ページの「フリーウェア」を参照してください。

� セキュリティの機能拡張 – Solaris 9リリースでは、以下のようにセキュリティ機能
が大幅に拡張されました。

� インターネットキー交換 –インターネットキー交換 (Internet Key
Exchange、IKE)により、管理者はより多くのセキュリティ保護されたネット
ワークを管理できます。
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� Solaris Secure Shell – Secure Shellにより、ユーザーはセキュリティ保護され
ていないネットワーク上の遠隔ホストに、安全にアクセスすることができま
す。

� セキュリティ保護された LDAPクライアント –新しい Lightweight Directory
Access Protocol (LDAP)ライブラリは、SSL (TLS)および CRAM-MD5暗号化
メカニズムを備えています。

� 強力な暗号化 –特定の機能について、デフォルトで、最大 128ビットの強力な
暗号化が使用できます。

詳細は、38ページの「セキュリティの機能拡張」を参照してください。

� iPlanet Directory Server 5.1 – iPlanet™ Directory Server 5.1は、Solaris 9ソフト
ウェアリリースに統合されました。18ページの「ネットワーキング機能」を参照
してください。

� Solarisボリュームマネージャ – Solarisボリュームマネージャに
は、RAID0、RAID1、RAID5のボリューム、トランザクション (ロギング)デバイ
ス、ソフトパーティションなどの作成と管理に使用できるストレージ管理ツールを
提供しています。25ページの「システム管理ツール」を参照してください。

� ファイルシステムの機能拡張 – Solaris 9リリースでは、拡張ファイル属性や直接入
出力の改善など、いくつかのファイルシステムの機能が拡張されました。29ペー
ジの「ファイルシステムの機能拡張」を参照してください。

� Solaris Live Upgrade 2.0 –新しいアップグレード方法として「Solaris Live
Upgrade」が追加されました。この方法を使用すると、オペレーティングシステ
ムをアップグレードするときに従来必要だったサービス停止の時間を大幅に削減で
きます。31ページの「インストール」を参照してください。

� フラッシュ – Solarisオペレーティング環境のアーカイブを作成し、このアーカイ
ブを他のマシンに複製できるようになりました。31ページの「インストール」を
参照してください。

� 最小のインストール – Solaris 9オペレーティング環境で最小セットのパッケージを
インストールした後、必要なパッケージのみを追加することができます。31ペー
ジの「インストール」を参照してください。

� Multiple Page Size Support – Multiple Page Size Support (MPSS)により、プログ
ラムはハードウェアがサポートする任意のページサイズを使用して仮想メモリーの
各部にアクセスできます。35ページの「システムパフォーマンスの向上」および
47ページの「開発ツール」を参照してください。

� マルチスレッドライブラリの改良 – Solaris 9ソフトウェアリリースでは、マルチス
レッドライブラリが改良されてより高速化されました。35ページの「システムパ
フォーマンスの向上」を参照してください。
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Solaris 9リリースから利用可能になった
機能
Solarisオペレーティング環境用の Netscape™ 6.2.1 – Netscape™ 6.2.1 Enterprise
は、カスタマイズおよび使用が非常に簡単な、広く普及したブラウザです。Solaris 9
リリースでは Early Accessディレクトリにあります。また、Solaris 7と Solaris 8オペ
レーティング環境でも使用できます。Netscape 6.2.1の詳細は、75ページの「その他
のソフトウェア」を参照してください。

Webで入手可能なソフトウェア
Solarisオペレーティング環境用の GNOME 2.0デスクトップ – GNOME 2.0は近々使
用できるようになる機能であり、Solaris 9オペレーティング環境に組み込むことが計
画されています。現在はWeb上でプレビュー版を入手できます。フリーソースソフト
ウェアで構築されているため、GNOME 2.0はインターネットとシームレスに統合さ
れるように設計されています。GNOME 2.0によりユーザーは、個人の生産性を高め
ることができます。GNOME 2.0のプレビュー版を入手してください。詳細は、75
ページの「その他のソフトウェア」を参照してください。

第 1章 •主な新機能 13
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第 2章

システム管理に関する新しい機能

この章では、Solaris 9オペレーティング環境に追加された、システム管理に関する新
機能について説明します。
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システムリソースの機能拡張

説明 リリース

Solaris 9 Resource Manager

Solaris 9 Resource Managerでは、システムリソースの管理機能が拡張され、システム管
理者は以下のことを実行できます。
� システム上のコンピューティングリソースを割り当てる
� これらのリソースの利用状況を監視し、必要に応じて割り当てを調整する
� リソース利用についての詳しいアカウンティング情報を生成する。この情報は、容量
の計画や課金に利用できる

リソース制御フレームワークにより、プロセスとタスク (単一のアクティビティに関連す
る一連のプロセス)が消費するシステムリソースを制限できます。

リソースプールは、プロセッサなどのシステムリソースをパーティションに分割し、リ
ブートしてもそれらを維持する方法を備えています。また、このリリースではシステム上
の CPUリソースをきめ細かに共有できる新しいフェアシェアスケジューラ (FSS)が追加さ
れました。

これらの機能を使用すると、サーバー統合環境でアプリケーションへのリソース割り当て
をより効果的に管理できます。

Solaris 9リリースでは、この機能すべてをコマンド行インタフェースを介して管理しま
す。パフォーマンスの監視とリソース制御の設定も、Solaris Management Consoleを介し
て実行できます。

リソース管理の詳細は、以下のマニュアルを参照してください。
� Solarisのシステム管理 (資源管理とネットワークサービス)
� prctl(1)、pooladm(1M)、poolcfg(1M)、rctladm(1M)、project(4)、および

FSS(7)のマニュアルページ

Solaris 9

新しい固定優先順位 (Fixed-Priority、FX)スケジューリングクラス

FXスケジューラは、ユーザーまたはアプリケーションによるスケジューリング優先順位
制御を必要とするプロセスに対して、スケジューリングポリシーを提供します。FXの下
で実行されるプロセスの優先順位は、固定されています。この優先順位は、システムに
よって動的に調整されるわけではありません。FXクラスの優先順位の範囲は、TS、IA、
および FSSクラスと同じです。

FXスケジューラの詳細は、『プログラミングインタフェース』と『マルチスレッドプロ
グラミング』、および priocntl(1)と dispadmin(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

同じシステムでの FXおよび FSSスケジューラの使用についての制約は、『Solarisのシス
テム管理 (資源管理とネットワークサービス)』の「フェアシェアスケジューラ」を参照し
てください。

Solaris 9
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説明 リリース

df、du、および lsコマンドの新しいオプション

df、du、および ls -l コマンドには、ディスク使用率とファイルまたはファイルシステ
ムのサイズを 1024の累乗で表示する、新しい -hオプションが追加されました。このオプ
ションは、ファイルやディレクトリのサイズが 1024バイトより大きい場合に、ディスク
容量を Kバイト、Mバイト、Gバイト、または Tバイトで表すことにより、df、 du、
および ls -l コマンドの出力をわかりやすい形で示します。これらの表示オプションの詳
細は、74ページの「 df、du、および lsコマンドの新しいオプション」を参照してくだ
さい。

詳細は、df(1M)、du(1)、および ls(1)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9

pargsコマンドおよび preapコマンドによるプロセスデバッグの向上

新しい 2つのコマンド、pargsと preapは、プロセスのデバッグを向上させま
す。pargsコマンドは、進行中のプロセスやコアファイルに関連付けられた引数と環境変
数の出力に使用できます。preapコマンドは、ゾンビプロセスの削除に使用できます。こ
れらのコマンドの詳細は、73ページの「pargsコマンドと preapコマンド」を参照して
ください。

これらのコマンドの使用方法の詳細は、preap(1)および proc(1)のマニュアルページ
を参照してください。

Solaris 9

第 2章 •システム管理に関する新しい機能 17



ネットワーキング機能

説明 リリース

iPlanet Directory Serverの統合

Solaris 9リリースには、統合版の iPlanet Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)
ディレクトリが含まれています。iPlanet Directory Serverは、ユーザーとリソースの企業
レベルのディレクトリを管理するために設計された、強力な分散ディレクトリサーバーで
す。このスケーラブルなディレクトリサービスは、イントラネットアプリケーション、取
引相手とのエクストラネット、およびインターネットを介して顧客と連絡できる電子商取
引のアプリケーションに使用できます。

Directory Serverは、iPlanet Directory Serverに備えられているグラフィカルユーザーイン
タフェースである iPlanet Consoleから管理します。管理者は Consoleを使用して、アク
セス権の許可、データベースの管理、ディレクトリの構成、複数のディレクトリサーバー
へのデータの複製を実行します。ユーザーは LDAPが有効になっているアプリケーション
からデータにアクセスします。このようなアプリケーションは、C言語用 iPlanet LDAP
Software Developers Kit (SDK)や Java™プログラミング言語で開発されたアプリケーショ
ンです。

iPlanet Directory Serverの設定の構成は、idsconfigを使用して簡単に実行できるよう
になっています。サーバーおよびクライアントの構成情報については、『Solarisのシステ
ム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照してくださ
い。

http://docs.sun.com にある「iPlanet Directory Server 5.1 Collection」も参照してく
ださい。ここには、以下のマニュアルもあります。
� iPlanet Directory Server 5.1導入ガイド
� iPlanet Directory Server 5.1管理者ガイド
� iPlanet Directory Server 5.1構成、コマンド、およびファイルのリファレンス
� iPlanet Directory Server 5.1スキーマ・リファレンス

iPlanet LDAP Directory Server 5.1は、Solaris 9リリースに統合されています。使用許諾権
については、バイナリコードライセンスを参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)のネームサービスのサポート

Solaris 9リリースでは、ネームサービスのサポート機能が拡張されています。変更内容は
以下のとおりです。
� idsconfigを使用した iPlanet Directory Server 5.1 (LDAPディレクトリサーバー)の
設定の構成が簡単になった

� より堅牢なセキュリティモデル –強力な認証と TLS暗号化セッションをサポートす
る。クライアントのプロキシ資格は、ディレクトリサーバーのクライアントのプロ
ファイルには保存されなくなった

� ldapaddentコマンド –サーバー上にデータを生成してダンプできるようにする
� サービス検索記述子と属性の割り当て
� 新しいプロファイルスキーマ

セキュリティ保護された LDAPクライアントなどの Solaris 9リリースのセキュリティ機
能の詳細は、38ページの「セキュリティの機能拡張」を参照してください。詳細は、
『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP編)』を
参照してください。

Solaris 9

NIS+から LDAPへの移行ツール

Solaris 9リリースでは、NIS+のソフトウェアサポートの終了と LDAPベースのネーミン
グ環境への移行を発表しています。このリリースには、NIS+から LDAPに移行するため
の移行ツールが含まれています。NIS+の移行の発表の詳細は、以下のWebサイトを参照
してください。

http://www.sun.com/directory/nisplus/transition.html

NIS+ネームサービスから LDAPへの移行方法の詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネー
ミングとディレクトリサービス : FNS、NIS+編)』に記載されています。詳細は、『Solaris
のシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス : DNS、NIS、LDAP編)』を参照して
ください。

Solaris 9

IPv6の IPセキュリティアーキテクチャ

Solaris 9リリースで IPsecセキュリティのフレームワークが拡張され、マシン間でセキュ
リティ保護された IPv6ダイアグラムを使用できるようになりました。Solaris 9リリース
では、IPv6の IPsecを使用するときは手動によるキーの管理のみがサポートされていま
す。

注 – IPv4の IPsecセキュリティのフレームワークは、Solaris 8リリースで導入されまし
た。IPv4の場合はインターネットキー交換 (IKE)プロトコルを使用できます。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「IPsec (概要)」を参照してください。

Solaris 9

第 2章 •システム管理に関する新しい機能 19



説明 リリース

inetdコマンドの拡張

inetdネットワーキングコマンドの機能拡張により、ネットワークサービスの要求を受信
する際にその監視とフィルタ処理をサポートできるようになりました。要求を発信したク
ライアントホスト名をログに記録するようにサーバーを構成できるため、それによって
ネットワークセキュリティ機能が向上します。inetdコマンドは、77ページの「フリー
ウェア」に記載されている Tcp-wrappers 7.6 ユーティリティで使用するものと同じメ
カニズムを使用します。

詳細は、inetd(1M)、hosts_access(4)、および hosts_options(4)のマニュアルペー
ジを参照してください。

Solaris 9

Solaris FTPクライアント

Solaris FTPクライアントは、次のことをサポートできるように機能拡張されました。
� パッシブモードを使用してファイアウォールの外部にある遠隔ホストに接続する
� 障害の発生した転送を、転送の最初または一定のオフセットから再開する
� TCPウィンドウのサイズを、ファイル転送のパフォーマンスが向上するように設定す
る

� リモートシステムが別の UNIXシステムであることを検出し、パフォーマンスが最適
になるようなデフォルトの転送モードに設定する

ftpコマンドの詳細は、ftp(1)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9

Trivial File Transfer Protocols (TFTP)の機能拡張

Solaris TFTPクライアントおよびサーバーは機能拡張され、TFTPオプションの拡張、ブ
ロックサイズのネゴシエーション、タイムアウト間隔、および転送サイズがサポートされ
るようになりました。

詳細は、tftp(1)および in.tftpd(1M)のマニュアルページを参照してください。RFC
2347、2348、および 2349も参照してください。

Solaris 9

ATMによる IPv6のサポート

Solaris 9リリースでは、RFC 2492に規定されている非同期転送モード (ATM)による IPv6
ネットワークが導入されました。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』を参照してください。

Solaris 9

snoopパケットキャプチャの拡張

snoopパケットキャプチャおよび表示ツールの機能が拡張され、AppleTalkおよび SCTP
のパケットの両方が符号化およびフィルタ処理されるようになりました。

このコマンドの詳細は、snoop(1M)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

Solaris PPP 4.0

Solaris PPP 4.0では、あるシステムが、別の場所にあるシステムと電話回線または専用通
信メディアを介して通信できるようになりました。このポイントツーポイントプロトコル
(Point-to-Point Protocol、PPP)実装は、現在普及しているAustralian National University
(ANU) PPPに基づいて、Solaris用に新規に作成されたものです。PPP 4.0は、特定のファ
イル群を使用して簡単に構成可能で、非同期通信と同期通信の両方をサポートしてお
り、Password Authentication Protocol (PAP)認証と Challenge Handshake Authentication
Protocol (CHAP)認証を提供します。Solaris PPP 4.0の構成は柔軟性に富んでいるため、
ユーザーは各自のリモート通信のニーズに応じて、簡単に PPPをカスタマイズできます。
また、以前の Solaris PPP (asppp)から Solaris PPP 4.0に移行するための変換スクリプト
asppp2pppdも提供されています。

PPP 4.0には PPPoE機能が含まれています。この機能を使用すると、PPPでトンネリング
を使用できます。PPPoEのサポートは、Solaris 8 10/01リリースで導入されました。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (資源管理とネットワークサービス)』と pppd(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

使用許諾権の内容については、以下の各ファイルを参照してください。

/var/sadm/pkg/SUNWpppd/install/copyright

/var/sadm/pkg/SUNWpppdu/install/copyright

/var/sadm/pkg/SUNWpppg/install/copyright

Solaris 8 7/01

Solaris 8 10/01およ
び Solaris 9で更新

Sun Internet FTP Server

Sun Internet FTP Server™ (以下 FTP Serverといいます)は、新しい機能を提供しながらも
Solaris 8 FTPソフトウェアと完全な互換性があり、Solaris 9ユーザーのパフォーマンスを
向上させます。

Solaris 9 FTP ServerはWU-ftpdに基づいています。ワシントン大学で開発された
WU-ftpdは、インターネット上での大量データの配布のために幅広く使用され、大規模な
FTPサイトでは好んで使用される規格です。

Solaris 9

Sun RPCライブラリの機能拡張

RPCライブラリの拡張プロジェクトは、非同期プロトコルを含む Sun ONC+™ RPCライ
ブラリを拡張します。一方向の非同期メッセージ処理と非ブロック入出力を提供するため
に、トランスポート独立遠隔手続き呼び出しにプログラミングインタフェースが追加され
ました。

ONC+開発の詳細は、『ONC+開発ガイド』を参照してください。

Solaris 9

第 2章 •システム管理に関する新しい機能 21



説明 リリース

sendmailの機能拡張

sendmailバージョン 8.12 (Solaris 9オペレーティング環境に組み込まれている)で、以下
の新機能を利用できるようになりました。
� 新しい構成ファイル、submit.cf
� 新しいコマンド行オプション
� 新規および更新された構成ファイルオプション
� 新しく定義されたマクロ
� 構成ファイルの作成に使用する新しいマクロ
� 新規および更新された m4構成マクロ
� 新しいコンパイルフラグ
� 新しい配信エージェントフラグ
� 新しい待ち行列機能
� LDAPの新しい使用方法
� 構成内で IPv6アドレスを識別する方法
� mail.localの変更
� mailstatsの変更
� makemapの変更
� 新しい保守ユーティリティ、editmap(1M)

以下の項目は、特に重要です。
� RFC 2476に従い、sendmailは、ポート 587でメッセージ送信を待機するようになり
ました。この機能はバージョン 8.10で追加されましたが、説明されていませんでし
た。

� AutoRebuildAliasesオプションは利用できなくなったた
め、/etc/mail/aliasesに対する変更を有効にするためには newaliasesを手動
で実行する必要があります。また、sendmailは setuid rootではなくなったた
め、newaliasesを実行できるのは rootだけになりました。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (資源管理とネットワークサービス)』の「メールサービ
ス (トピック)」を参照してください。メールサービスについての一連の章で、概要、メー
ルサービスの設定や変更、障害発生時の手順を示した説明、関連情報、新機能の詳細など
が説明されています。

注 – sendmailバージョン 8.10は、Solaris 8 4/01オペレーティング環境で初めて使用で
きるようになりました。 Solaris 9オペレーティング環境では、sendmailバージョン 8.12
が利用可能になりました。

Solaris 8 4/01

Solaris 9で更新

22 Solaris 9オペレーティング環境の概要 • 2002年 5月



説明 リリース

Solaris Network Cache and Accelerator (NCA)

Solaris Network Cache and Acceleratorには、ソケットインタフェースが追加されまし
た。このインタフェースにより、最小限の変更を行うだけで、すべてのWebサーバーが
NCAと通信できます。Apache、iPlanet Web Server、ZeusなどのWebサーバーは、標準
的なソケットライブラリ機能を使用することで NCAのパフォーマンスを最大限に活用で
きます。また、NCAは、AF_NCAのサポートを提供する、ベクトル版である sendfileを
サポートするようになりました。最後に、ncab2clfコマンドの機能が拡張され、ログ
ファイルを変換する際に選択した日付の前のレコードをスキップし、特定の数のレコード
を処理する機能をサポートする、新しいオプションが追加されました。

NCAに関する詳細は、『Solarisのシステム管理 (資源管理とネットワークサービス)』の
「Webキャッシュサーバーの管理」を参照してください。

Solaris 8 7/01

Solaris 9で更新

IPネットワークマルチパス

IPネットワークマルチパスでは、ネットワークアダプタにおける単一ポイントの障害から
の復旧機能や、トラフィックのスループットの向上をシステムに提供します。Solaris 8
10/00リリースから、ネットワークアダプタにおいて障害が発生し、同じ IPリンクに代
替アダプタが接続されている場合、システムがすべてのネットワークアクセスを障害の起
きたアダプタから代替アダプタへ自動的に切り替えるようになりました。このプロセスに
より、ネットワークへのアクセスは中断することなく継続されます。また、同じ IPリンク
に複数のネットワークアダプタが接続されている場合、トラフィックを複数のネットワー
クアダプタに分散させることにより、トラフィックのスループットが向上します。

Solaris 8 4/01リリースから、動的再構成 (DR: Dynamic Reconfiguration)で IPネットワー
クマルチパスを使用して、IPを使用中のユーザーに影響を及ぼすことなく特定のネット
ワークデバイスを切り離すようになりました。

Solaris 8 7/01リリースでは、IPMPリブートセーフ機能が追加されました。障害の発生し
た NICが動的再構成 (Dynamic Reconfiguration)によりシステムから取り除かれたり、正
常な NICを挿入する前にリブートが行われた場合、システムはその NICへのインタ
フェースを検出しようとしますが、失敗します。このままではその IPアドレスは失われて
しまいますが、IPMPリブートセーフ機能を使用すると、IPアドレスが IPMPインタ
フェースグループ内の別の NICに転送されます。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「IPネットワークマルチパス (トピッ
ク)」を参照してください。

Solaris 8 10/00

Solaris 8 4/01および
7/01で更新

IPネットワークマルチパスの DLPIリンクアップおよびリンクダウン通知のサポート

リンクダウン通知で、IPマルチパスデーモンが物理リンク障害をより速く検出できるよう
になりました。ネットワークインタフェースが開始されると、IPマルチパスデーモンは
ネットワークインタフェースドライバからのリンクアップ通知とリンクダウン通知を有効
にしようとします。ドライバがこの機能をサポートしていれば、インタフェースがネット
ワークへの物理リンクの消失を検出すると、リンクダウン通知が生成されます。リンク
アップ通知は、物理リンクが復元されたときに生成されます。RUNNINGフラグは、リンク
ダウン通知を受信したときに設定解除され、リンクアップ通知を受信したときに設定され
ます。IPマルチパスデーモンは、RUNNINGフラグを使用して、物理リンクの状態を監視
します。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「IPネットワークマルチパス (トピッ
ク)」を参照してください。
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説明 リリース

Mobile Internet Protocol (モバイル IP)

Mobile Internet Protocol (モバイル IP)を使用すると、モバイルコンピュータ (ラップトッ
プ、無線通信など)間で情報を転送できます。Solaris 8 6/00リリースから、モバイルコン
ピュータは別のネットワークに場所を変更しても、モバイルコンピュータのホームネット
ワークを通じてアクセスおよび通信できるようになりました。モバイル IPの Solarisの実
装では IPv4だけがサポートされます。

Solaris 8 4/01リリースから、モバイル IPによってシステム管理者が逆方向のセットアッ
プを行えるようになりました。モバイルノードの気付アドレスからホームエージェントへ
逆方向トンネルを設定することで、IPデータパケットについてトポロジとして正しいソー
スアドレスを確保することができます。逆方向トンネルの使用により、システム管理者は
モバイルノードに専用アドレスを割り当てることもできます。

モバイル IPの詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「モバイル IP (トピッ
ク)」を参照してください。

Solaris 8 6/00

Solaris 8 4/01で更新

Mobile Internet Protocol (モバイル IP)エージェントの動的インタフェースによる通知

動的に作成されたインタフェースは、 mipagent デーモンの起動後に構成されたインタ
フェースです。外来エージェントの実装を構成して、動的に作成されたインタフェースを
介して通知を送信できるようになりました。また、通知インタフェースを介して非要請通
知を有効または無効にすることもできます。

モバイル IPの詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「モバイル IP (トピッ
ク)」を参照してください。

Solaris 9

Berkeley Internet Name Domain (BIND)

Solaris 9リリースでは、更新版の Berkeley Internet Name Domain (BIND)が統合されまし
た。更新版は BINDバージョン 8.2.4です。

BINDには以下の機能が含まれています。
� in.named構成オプション – named.conf(4)および named-bootconf(1M)マニュ
アルページを参照してください。

� マルチスレッド化されたアプリケーションで安全に使用できる、リゾルバ (3RESOLV)
インタフェースへの拡張。

� 再構成 in.named の起動と停止に使用される ndc(1M) コマンド、および TSIG と
DNSSECキーの作成に使用される dnskeygen(1M)コマンドの追加。DNSサーバー
からの情報を収集する方法については、dig(1M)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (ネーミングとディレクトリサービス :
DNS、NIS、LDAP編)』を参照してください。

Solaris 8 4/01
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説明 リリース

ネットワーキングのフリーウェア

Solaris 9 リリースの GNU wget 1.6、Ncftp Client 3.0.3、および Samba 2.2.2 の
詳細は、77ページの「フリーウェア」を参照してください。
� Ncftp Client 3.0.3 は、ファイル転送プロトコル (File Transfer Protocol、FTP) を
使用する、UNIX® ftpプログラムの代替のものです。

� GNU wget 1.6 は、HTTP と FTP を使用して、Web からファイルを取り出します。
� Samba 2.2.2 は、UNIX と他のオペレーティングシステム用のフリー SMB および

CIFSクライアント/サーバーです。

Solaris 9

システム管理ツール

説明 リリース

Solarisボリュームマネージャ

Solarisボリュームマネージャには、RAID 0、RAID 1、RAID 5のボリューム、トランザク
ション (ロギング)デバイス、ソフトパーティションなどの作成と管理に使用できるスト
レージ管理ツールが備えられています。Solarisボリュームマネージャでは、Solstice
DiskSuite™のすべての機能に加えて以下の機能も利用できます。
� ソフトパーティション – 8スライスという限界を超えて 1つのドライブに多数のパー
ティションを作成できる

� デバイス IDサポート –ディスクの移動や再配置が行われた場合でも Solarisボリューム
マネージャ構成を維持する

� ディスクのアクティブ監視 –サイレント障害を検出する
� Solaris Management Consoleベースのインタフェース –機能強化されたストレージデバ
イスも、ほかの Solaris管理作業で使用する管理インタフェースから管理できる

� SolarisボリュームマネージャWBEMアプリケーションプログラミングインタフェース
(API) –任意の準拠ツールを使用して標準的な Solarisボリュームマネージャ管理が行え
る

Solaris 9リリースでは、構成を混乱させたり変更したりすることなく Solaris DiskSuite
(SDS)を実行している既存のシステムを Solarisボリュームマネージャにアップグレードす
る機能を、シームレスにサポートしています。ミラー化されたルートファイルシステムの
アップグレードは、すべて自動的に行われます。

詳細は、『Solarisボリュームマネージャの管理』を参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

統一された diff形式

diffコマンドと sccs-sccsdiffコマンドが更新され、GNUスタイルの統一された
diff形式をサポートできるようになりました。この形式では、コンテキスト行が差分リス
トに 1回だけ出力されます。

これらのコマンドの詳細は、diff(1) および sccs-sccsdiff (1) のマニュアルページ
を参照してください。

Solaris 9

汎用ログローテーション機能

Solaris 9リリースでは、汎用ログローテーション機能を使用できます。システム管理者
は、この機能を使用してシステムおよびアプリケーションのログファイルを保守しロー
テーションを実行できます。詳細は、logadm(1M)および logadm.conf(4)のマニュア
ルページを参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

Solaris Management Console

Solaris Management Console 2.1は GUIベースの「傘型アプリケーション」で、各種の管
理ツールの起動ポイントとして機能します。SMCは、以下のツールを含むデフォルトの
ツールボックスとともに使用することで、完全に機能するようになります。
� システム情報 –ホスト、ハードウェア、ソフトウェアに関する読み取り専用データを表
示する

� ログビューア –アプリケーションやコマンド行メッセージを表示し、ログファイルを管
理する

� プロセス –プロセスを表示、中断、再開、および削除する
� パフォーマンス –システムリソースの使用と消費を追跡する
� ユーザー –ユーザーのアカウント、ユーザーのテンプレート、グループ、メーリングリ
スト、管理役割、および権利を、設定し保守する。ともに動作することのできる特定の
アプリケーションを管理したり各ユーザーがどのタスクを実行できるかを管理するため
に、ユーザーや管理役割に対して権利を与えたり拒否したりする

� プロジェクト –リソースの割り当てを、現在のプロジェクトで実行中のプロセスとタス
クごとに制限する

� コンピュータとネットワーク –コンピュータ、ネットワーク、およびサブネットワーク
を表示および管理する

� パッチ – Solarisオペレーティング環境を実行するシステムでパッチを管理する
� スケジュールされたジョブ –ジョブをスケジュール、起動、および管理する
� マウントと共有 –マウント情報、共有情報、利用情報を表示および管理する
� ディスク –ディスクパーティションを作成および表示する
� 拡張ストレージ – RAID 0 (連結とストライプ)、RAID 1 (ミラー)、RAID 5、ソフトパー
ティション、およびトランザクションボリュームを作成および管理する。データの損失
や停止時間に耐えられるフレキシブルなストレージ構成を組み立てる

� シリアルポート –既存のシリアルポートを構成および管理する

コンソールツールボックスエディタの使用により、デフォルトのツールボックスにツール
を追加したり削除したり、また別のツールのセットを管理するために新しいツールボック
スを作成したりすることができます。

ディスクレスクライアントも管理できますが、コマンド行からのみ可能です。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「Solaris Management Console (概要)」を参
照してください。

Solaris 8 1/01

Solaris 9で更新

Patch Manager

Patch Managerは、Solaris 9オペレーティング環境および互換性のあるリリース用に作成さ
れたパッチを管理します。インストールされているパッチとそのプロパティの表示、1つ以
上のシステムへのパッチの同時追加、パッチの削除、システムのパッチ要件の分析、およ
び SunSolveオンラインサービスからのパッチのダウンロードを行うことができます。

新しい smpatch(1M)コマンドを使用して、1台または複数のマシンへのパッチのインス
トール、パッチ要件の分析、および必要なパッチのダウンロードを行います。

詳細は、smpatch(1M)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9

第 2章 •システム管理に関する新しい機能 27



説明 リリース

Solaris WBEM Services 2.5

Solaris WBEM Services 2.5は、Sun MicrosystemsのWeb-Based Enterprise Management
(WBEM)の実装です。WBEMは、企業のコンピューティング環境の管理を統一することを
意図した、管理とインターネット関連のテクノロジです。Solaris WBEM Services
は、Solaris 9リリースではバージョン 2.5に更新されました。詳細は、52ページの
「Web-Based Enterprise Managementツール」を参照してください。

Solaris 9

HTTPポート 5988で待機するWBEM CIM Object Manager

CIM Object Managerは、RMI接続を RMIポート 5987で待機し、XML/HTTP接続を
HTTPポート 5988で待機します (Solaris 8ソフトウェアリリースと Solaris 8リリースの更
新版では、CIM Object Managerは XML/HTTP接続をデフォルトの HTTPポート 80で待
機していました)。

詳細は、『Solaris WBEM Servicesの管理』を参照してください。

Solaris 9

SNMP Adapter for WBEM

SNMP Adapter for WBEMはシステム管理者が使用することが意図されており、これによ
り Simple Network Management Protocol (SNMP)管理アプリケーションは、Solaris
WBEM Servicesが提供するシステム管理情報にアクセスすることができます。

Solstice™ Enterprise Agent (SEA)のMaster Agentとともに使用して、SNMP Adapter for
WBEMは SNMP要求を同等のWBEM Common Information Model (CIM)プロパティまた
はインスタンスに割り当てます。

また、SNMP Adapter for WBEMは、CIM Object Managerからの応答を SNMP応答に割
り当て直します。SNMPはこの応答を管理アプリケーションに返します。

マッピングファイルには、対応する Object Identifier (OID)、クラス名、プロパティ
名、Abstract Syntax Notation One (ASN.1)タイプが含まれます。

SNMP Adapter for WBEMの詳細は、『Solaris WBEM Servicesの管理』を参照してくださ
い。

Solaris 9

Solaris Product Registry 3.0

Solaris Product Registry 3.0には、以下の新機能が含まれます。
� 個々のシステムパッケージをアンインストールできる
� 地域対応バージョンでインストールした Solarisシステム製品がすべて、「System

Software Localizations」フォルダに表示される
� より多くのインストールウィザードとの互換性がある

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

Solaris 8 1/01

Solaris Web Startプログラム内のソフトウェアグループの変更

Solaris Web Startのインストール方法は、ソフトウェアパッケージの追加または削除を行う
ことによって Solarisソフトウェアグループの選択を変更できるように修正されました。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

Solaris 8 1/01
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説明 リリース

システム管理用フリーウェアツール

GNU grep 2.4.2 と GNU tar 1.13 の詳細は、77 ページの「フリーウェア」を参照して
ください。 GNU grep 2.4.2 はパターンマッチングツールです。GNU tar 1.13 はアー
カイバです。

Solaris 9

ファイルシステムの機能拡張

説明 リリース

拡張ファイル属性

UFS、NFS、および TMPFSファイルシステムは、拡張ファイル属性を包含するように機
能拡張されました。拡張ファイル属性によりアプリケーション開発者は、ファイルを特定
の属性に関連付けることができます。たとえば、ウィンドウシステム用のファイル管理ア
プリケーションの開発者が行う、表示アイコンとファイルとの関連付けです。

拡張属性は、論理的には対象のファイルと関連付けられた隠しディレクトリ内のファイル
として表現されます。

拡張ファイル属性APIと一組のシェルコマンドを使用して、ファイルシステム属性を追加
および操作することができます。詳細は、fsattr(5)、openat(2)、および runat(1)
のマニュアルページを参照してください。

ファイル属性の照会、コピー、または検索に使用できる属性対応オプションを提供するこ
とによって、多数の Solarisファイルシステムコマンドがファイルシステム属性をサポー
トできるように変更されました。詳細は、マニュアルページの該当のファイルシステムコ
マンドを参照してください。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

Solaris 9

改善された UFS直接入出力並行処理

通常の UFSファイルへの読み取りアクセスおよび書き込みアクセスの並行処理が可能にな
り、直接入出力のパフォーマンスが向上しました。この入出力は、バッファ処理されてい
ないファイルシステムデータにアクセスするのにデータベースアプリケーションで使用し
ます。以前のリリースでは、更新オペレーションが完了するまで、ファイルデータを更新
したオペレーションによってほかの読み取りまたは書き込みアクセスはロックされていま
した。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』と mount_ufs(1M)のマニュアルページを参
照してください。

Solaris 8 1/01
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説明 リリース

DNLCの機能拡張

ディレクトリ名検索キャッシュ (DNLC)は、1000個以上のファイルを含む大きなディレク
トリ内のファイルにアクセスする場合により高いパフォーマンスを提供するように改良さ
れました。

DNLCは、最近参照されたディレクトリ名とそれらに関連付けられた vノードをキャッ
シュに書き込む一般的なファイルシステムサービスです。UFSディレクトリエントリは、
ディスク上に連続的に記録されます。つまり、エントリを配置する場合は、名前を探すた
めに各エントリを検索する必要があります。新しいエントリを追加するには、ディレクト
リ全体を検索して同じ名前が存在しないことを確認する必要があります。このパフォーマ
ンスに関わる問題を解決するため、DNLCによってディレクトリ全体がメモリーに書き込
まれます。

このリリースのもう 1つの機能として、DNLCは検索の結果、存在しなかったファイルオ
ブジェクトをキャッシュに書き込みます。ネガティブキャッシングとして知られるこの機
能は、ファイルの存在を確認するために繰り返しテストを行うアプリケーションに便利で
す。

DNLCの拡張に伴い、調整可能なパラメータがいくつか追加されています。これらのパラ
メータは最適な状態に設定されているため、不用意に変更しないでください。

詳細は、『Solarisカーネルのチューンアップ・リファレンスマニュアル』を参照してくだ
さい。

Solaris 8 6/00

UFSスナップショット (fssnap)

ファイルシステムのスナップショットを作成するために、fssnapコマンドを使用できま
す。スナップショットは、バックアップ処理のためのファイルシステムの一時的なイメー
ジです。

fssnapコマンドを実行すると、1つの仮想デバイスと 1つのバッキングストアファイル
が作成されます。管理者は、実際のデバイスのように動作する仮想デバイスを既存の任意
の Solarisバックアップコマンドを使用してバックアップできます。バックストアファイ
ルは、スナップショット後に変更されているスナップショット前のデータのコピーを含む
ビットマップファイルです。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』と fssnap(1M)のマニュアルページを参照
してください。

Solaris 8 1/01

mkfsコマンドの更新

mkfsコマンドが更新され、ファイルシステムを作成する際のパフォーマンスが向上しま
した。これにより、mkfsのパフォーマンスは、以前の Solarisリリースの 10倍の速さに
なることもあります。mkfsコマンドのパフォーマンスの向上は、大規模ファイルシステ
ムと小規模ファイルシステムのどちらの作成時にも見られますが、特に大容量のシステム
や高速ディスクで顕著です。

Solaris 8 1/01
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インストール

説明 リリース

Solaris Live Upgrade 2.0

新しいアップグレード方法として「Solaris Live Upgrade」が追加されました。この方法
を使用すると、オペレーティングシステムをアップグレードするときに通常必要となる
サービス停止の時間を大幅に削減できます。Solaris Live Upgradeは、現在使用中のブー
ト環境を複写して、元のブート環境を実行した状態のまま、複写先のブート環境をアップ
グレードします。複写先のブート環境はシステムがリブートされた時点でアクティブにな
り、新しいブート環境になります。障害が発生した場合は、リブートするだけで元のブー
ト環境に切り換えることができます。このため、テストや評価作業に伴って通常必要とな
る実働環境のための停止時間を削減することができます。

Solaris Live Upgradeは、ブート環境をアップグレードするだけでなく、アクティブでな
いブート環境にフラッシュアーカイブをインストールできます。システムをリブートする
と、アクティブでないブート環境にインストールされている構成がアクティブになりま
す。

Solaris 9リリースでは、コマンド行インタフェースのみに適用されるいくつかの Live
Upgrade機能が拡張されています。この機能拡張は、以下の点に影響します。
� 進捗レポート
� lumount コマンドと luumount コマンドの変更
� スケジューリング方針
� ブート環境の命名

これらのコマンド行の機能拡張の詳細は、72ページの「Live Upgradeのコマンド行機
能」を参照してください。Solaris Live Upgradeの詳細は、『Solaris 9インストールガイ
ド』の「Solaris Live Upgrade」を参照してください。

Solaris 8 7/01

Solaris 9で更新

フラッシュインストール機能

フラッシュ (Flash)インストール機能を利用することにより、1台のマシン上の Solarisオ
ペレーティング環境のアーカイブを作成し、このアーカイブを多数のマシンに複製できる
ようになりました。

詳細は、『Solaris 9インストールガイド』の「フラッシュインストール機能」を参照して
ください。

Solaris 8 4/01

FTPを使用したフラッシュアーカイブ取得

フラッシュプログラムは、FTPを使ってフラッシュアーカイブを取得できるように更新さ
れました。アーカイブをインストールする際は、FTPサーバー上のアーカイブの位置を指
定することができます。

FTPサーバーからのアーカイブの取得方法の詳細は、『Solaris 9インストールガイド』を
参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

最小のインストール

コアソフトウェアグループまたはメタクラスタ内で一部の機能を構成しているファイル
は、より論理的に編成された個別のパッケージに移されました。これらのパッケージ
は、Solarisソフトウェアのインストール時に Solarisオペレーティング環境から任意に除
くことができます。また、インストールのあとで pkgrm(1M)を使用してこれらのパッ
ケージを削除することも可能です。

以下の機能を構成するファイルは、新しいパッケージまたは既存のパッケージに移されま
した。
� キャッシュファイルシステム
� NFS
� Kerberosセキュリティ
� 分散ファイルシステム
� NIS関連
� ネットワークルーチンデーモン
� リモートネットワーク r*コマンド
� telnetサーバー
� tftpサーバー
� ドメインネームサーバー
� DARPAネームサーバー
� 遠隔手続き呼び出し (Remote Procedure Call)サービス
� ブートサーバーまたはインストールサーバー
� setuidと setgid

Solaris 9

長いパッケージ名

pkgmkユーティリティを使用して、名前の長さが 32文字までのパッケージを作成できる
ようになりました。pkgmk(1)と pkgadd(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

Solaris 9

Solaris DVDからのインストール

Solarisオペレーティング環境と付属ソフトウェアを、Solaris DVDからインストールでき
るようになりました。この DVDを使用すると、Solaris™ Web Startまたはカスタム
JumpStart™のどちらでもインストールできます。Solaris DVDには、Solarisソフトウェ
ア、ExtraValueソフトウェア、およびマニュアルが含まれています。

詳細は、『Solaris 9インストールガイド』を参照してください。

Solaris 8 2/02

Solaris Web Startでの sysidcfgファイルの使用

Solaris Web Startのインストール方法は、sysidcfgファイルを使用してインストールや
アップグレード中にシステム情報を構成するように変更されました。ユーザーのシステム
用の構成情報を含む sysidcfgファイルを作成すると、Solaris Web Startプログラム
は、インストール中にシステム情報の入力を求めるプロンプトを表示しません。

詳細は、『Solaris 9インストールガイド』を参照してください。

Solaris 8 2/02
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説明 リリース

Solaris Web Startプログラムの機能拡張

Solaris Web Startのインストール方法は、Solarisのインストール中やアップグレード中に
以下の機能を実行できるように修正されました。
� インストールのあとでシステムを自動的にリブートするよう選択する
� インストールのあとで CDまたは DVDを自動的に取り出すよう選択する
� ファイルシステムを保持するよう選択する

詳細は、『Solaris 9インストールガイド』を参照してください。

Solaris 8 2/02

タイムゾーンの選択肢の追加

Solaris 9オペレーティング環境で使用できるタイムゾーンの数は、劇的に増加しました。
タイムゾーンは、Solarisオペレーティング環境をインストールする際に、地理的な地域
ごとに選択することができます。大陸と国の一覧にあるタイムゾーンが大幅に増えまし
た。

詳細は、『Solaris 9インストールガイド』を参照してください。

Solaris 9

Solaris Web Start Wizards SDK 3.0.1

Solaris Web Start Wizards™の SDKは、ネイティブ Solarisアプリケーション、Java™ア
プリケーション、および Java以外のアプリケーションのインストール、設定、管理を簡
単にします。Solaris Web Start Wizardsソフトウェアを使用すると、開発者は Solaris版
のアプリケーションとMicrosoft Windows版のアプリケーションの両方をパッケージ化
できます。このインストールウィザードは、プラットフォーム固有の処理を管理します。

Web Start Wizards SDK 3.0.1は現在 Solaris 9リリースに付属しており、Solaris Web Start
インストールプログラムを使用してインストールできます。

Solaris 9

カスタム JumpStartインストール用の新しいブートオプション

カスタム JumpStartインストールの実行時に使用する bootコマンドに新しいオプション
が追加されました。

bootコマンドで、インストールに使用する構成ファイルの場所が指定できるようになり
ました。HTTPサーバー、NFSサーバー、ローカルメディア上のファイルへのパスを指
定できます。ファイルパスが不明な場合は、マシンがブートしてネットワークに接続され
てから、インストールプログラムによってパス指定プロンプトが表示されるように設定す
ることもできます。

nowinオプションを指定すると、Xウィンドウを使用しないでカスタム JumpStartイン
ストールを起動できます。カスタム JumpStartインストールを Xウィンドウ上で実行す
る必要がない場合は、nowinオプションによって時間を節約できます。

新しいオプションの使用方法については、『Solaris 9インストールガイド』の「カスタム
JumpStartインストール」を参照してください。

Solaris 8 7/01
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説明 リリース

ミラーのアップグレード

Solaris 9リリースは、Solarisボリュームマネージャ (以前は Solstice DiskSuite)によって
作成されたルートミラーとメタデバイスのオペレーティング環境アップグレードをサポー
トします。Solarisボリュームマネージャによって作成されたメタデバイスを持つシステ
ムをアップグレードする場合、システムの vfstabを編集する必要はなくなりました。
ルートミラーについては、メタデバイスを使用しない通常のアップグレードの場合と同様
にミラーが検出され、ミラー上のオペレーティング環境がアップグレードされます。

Solaris 9

システム識別ユーティリティによるデフォルトルーティング

インストール時に、システム識別ユーティリティがデフォルトルーターの決定を自動的に
試みるようになりました。

インストールの詳細は、『Solaris 9インストールガイド』を参照してください。

Solaris 8 4/01

システム識別ユーティリティによる構成

システム識別ユーティリティによって、システム識別中に、システムを LDAPクライア
ントとして構成することができます。Solarisの以前のリリースでは、システムを
NIS、NIS+、または DNSクライアントとしてのみ構成できました。

インストールの詳細は、『Solaris 9インストールガイド』を参照してください。

Solaris 8 1/01

パッチアナライザ

Solaris Web Startプログラムを使用して Solaris Updateリリースにアップグレードする場
合、パッチアナライザを利用できます。パッチアナライザはシステムを解析し、Solaris
Updateリリースにアップグレードする場合に、削除またはダウングレードされるパッチ
を調べます。Solaris 9リリースにアップグレードする場合は、パッチアナライザを使用す
る必要がありません。

インストールの詳細は、『Solaris 9インストールガイド』を参照してください。

Solaris 8 1/01
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システムパフォーマンスの向上

説明 リリース

Multiple Page Size Support

Multiple Page Size Support (MPSS)により、プログラムはハードウェアがサポートする任
意のページサイズを使用して仮想メモリーの各部にアクセスできます。以前のリリースで
は、プログラムのスタック、ヒープ、または mmap()で割り当てられたAnonymous
Memoryに 8Kバイトのページしか利用できませんでした。

MPSSを使用すると、この種のパフォーマンスチューニングが役立つように具体的なメモ
リーページサイズを設定して以前のアプリケーションを実行できます。メモリーを多く消
費するプログラムでは、大きなページサイズを使用することでパフォーマンスが著しく向
上する場合があります。

詳細は、pagesize(1)、mpss.so.1(1)、および ppgsz(1)のマニュアルページを参
照してください。

Solaris 9

マルチスレッドライブラリの向上

以前のリリースの Solarisソフトウェアで libthreadの代替として提供されていたマル
チスレッドライブラリが改良されて、より高速化されました。

詳細は、『マルチスレッドのプログラミング』と threads(3THR)のマニュアルページ
を参照してください。

Solaris 9

Solaris Network Cache and Accelerator (NCA)

Solaris Network Cache and Acceleratorには、ソケットインタフェースが追加されまし
た。このインタフェースにより、最小限の変更を行うだけで、すべてのWebサーバーが
NCAと通信できます。18ページの「ネットワーキング機能」を参照してください。

Solaris 8 7/01

サーバーのパフォーマンス向上

仮想ページと物理ページ、およびこれらのキャッシュ書き込みを制御するアルゴリズムが
拡張されました。これらの拡張により、サーバーにおける一般的なユーザー負荷で、サー
バーのシステムパフォーマンスが約 10%向上します。

Solaris 8 1/01
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説明 リリース

Dynamic Intimate Shared Memory (DISM)

Dynamic Intimate Shared Memory (DISM)により、データベース内の共有データセグメ
ントのサイズを、動的に縮小または拡大できるようになりました。DISMでは、Intimate
Share Memory (ISM)の課題である、構成に失敗する問題や、サービス妨害などのセキュ
リティの脆弱性が解決されています。

ISMとは、ロックされた多数のメモリーページで構成された、共有メモリーの 1セグメ
ントです。ISMに割り当て可能なロックされたページの数は一定です (変更できません)。
これに対して Dynamic ISM (DISM)は、ページング可能な ISM共有メモリーであ
り、DISMに割り当て可能なロックされたページの数は可変です (変更できます)。した
がって DISMを使用すると、動的再構成中に、システム上の物理メモリーを解放した
り、新たに追加したりすることができます。DISMのサイズは、使用可能な物理メモリー
とディスクのスワップ容量の合計値以内であれば、自由に変更できます。

shmop(2)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 8 1/01
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サーバーとクライアントの管理

説明 リリース

ダイナミックホスト構成プロトコル (DHCP)

ダイナミックホスト構成プロトコル (Dynamic Host Configuration Protocol、DHCP)サー
ビスを使用すると、ホストシステムは、ブート時にネットワークサーバーから IPアドレス
とネットワーク構成情報を受け取ることができます。Solaris DHCPサービスは、以下に示
すさまざまな機能拡張により、さらに多数のクライアントをサポートできるようになりま
した。
� マルチスレッド機能の導入。これにより、複数のクライアントに同時にサービスを提供
できる

� 新しいバイナリファイルベースのデータストアの採用。従来のASCIIファイルおよび
NIS+データストアに比べて、より多くのクライアントをより高速なアクセスでサポー
トできる

� サーバーのマルチスレッド機能をサポートするために、ファイルおよび NIS+データス
トアへのアクセスを再設計

� Sun以外のベンダーがコードモジュールを作成できるように、データアクセスアーキテ
クチャを変更。これにより、任意のデータサービスを使用して DHCPデータを保存で
きる

上記に加えて、Solaris DHCPサーバーでは動的な DNS更新が可能になりました。このた
め DHCPサービスでは、特定のホスト名を要求する DHCPクライアントのホスト名を使用
して、DNSサービスを更新できます。

Solaris DHCPクライアントは、特定のホスト名を要求して構成できるようになりました。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』を参照してください。

Solaris 8 7/01

ディスクレスクライアントの管理

ディスクレスクライアントの管理がコマンド行から利用できるようになりました。ディス
クレスクライアントの管理、ディスクレスクライアント用の OSサーバーのリスト表示、お
よびすべての既存のディスクレスクライアントについてのパッチの管理を行うことができ
ます。

ディスクレスクライアントの管理の詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「ディス
クレスクライアントの管理 (手順)」を参照してください。

Solaris 8 1/01
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セキュリティの機能拡張

説明 リリース

インターネットキー交換 (IKE)プロトコル

インターネットキー交換 (Internet Key Exchange、IKE)は、Ipsecのキー管理を自動化しま
す。IKEによって、IPv4ネットワークでは手動によるキー割り当てと再読み込みが不要に
なります。このため、管理者は、セキュリティ保護された多数のネットワークを管理でき
るようになりました。

システム管理者は、Ipsecを使用してセキュリティ保護された IPv4ネットワークを設定し
ます。in.ikedデーモンは、ブート時にキーの導出、認証、および認証保護を行います。
このデーモンは構成可能です。管理者は、構成ファイルにパラメータを設定します。パラ
メータを設定したあとは、キーを手動で再読み込みする必要はありません。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「インターネットキー交換」を参照し
てください。

Solaris 9

Solaris Secure Shell

Secure Shellによりユーザーは、セキュリティ保護されていないネットワーク上の遠隔ホス
トに、安全にアクセスすることができます。データ転送および対話型ユーザーネットワー
クのセッションは、盗聴、セッションの乗っ取り、中継サイトを利用した攻撃から保護さ
れます。Solaris 9 Secure Shellは、SSHv1および SSHv2プロトコルバージョンをサポート
しています。公開鍵暗号方式を使用する強力な認証が追加されました。Xウィンドウシステ
ムとその他のネットワークサービスは、補助的な保護のために Secure Shell接続で安全にト
ンネリングすることができます。

Secure Shellサーバーである sshdは、受信したネットワークサービスの要求の監視および
フィルタ処理をサポートします。要求を発信したクライアントホスト名をログに記録する
ようにサーバーを構成できるため、それによってネットワークセキュリティ機能が向上し
ます。sshd は、77 ページの「フリーウェア」に記載されている Tcp-wrappers 7.6 ユー
ティリティで使用するものと同じメカニズムを使用します。

詳細は、sshd(1M)、hosts_access(4)、および hosts_options(4)のマニュアルページ
を参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

Kerberos Key Distribution Center (KDC)と管理ツール

システム管理者は、Kerberos V5の認証、機密性、および整合性を利用してシステムのセ
キュリティを向上させることができます。NFSは、Kerberos V5でセキュリティ保護された
アプリケーションの一例です。

以下のリストに、Kerberos V5の新機能を示します。
� Kerberos V5 Server –このサーバーには以下のコンポーネントが含まれています。

� ユーザー (主体)管理システム –主体データベースとセキュリティポリシーのローカ
ル /リモート管理のための一元化されたサーバーが含まれる
このシステムには、GUI管理ツールと CLI管理ツールの両方が含まれます。

� Key Distribution Center (KDC) –管理サーバーによって作成された主体データベー
ス情報を使用してクライアントにチケットを発行する

� 主体データベース複製システム – KDCデータベースをバックアップサーバーに複製
する

� MITとMicrosoft Windows 2000のパスワードの相互運用性の変更 – Kerberos V5パス
ワードは、SolarisクライアントからMIT KerberosサーバーおよびWindows 2000に変
更できるようになりました。

� チューニングされた DES – Kerberos V5カーネルの DES操作は、Sun4uシステム用に
カスタマイズされました。

� Solarisコアとともにサポートされるようになった Kerberos暗号化通信 – Solaris 9リ
リースでは、Kerberos暗号化通信をサポートする暗号化モジュールを Solarisオペレー
ティング環境で使用できます。以前は、暗号化モジュールは Solaris Encryption Kit
CD-ROMまたはWebダウンロードからしか入手できませんでした。

� アドレスなしチケット –システム管理者とユーザーがアドレスなしチケットを指定でき
るようになりました。この機能は、マルチホームの NATネットワーク環境で必要にな
ることがあります。

� Kerberos V5 PAMモジュールによるパスワード存続期間決定のサポート – pam_krb5モ
ジュールは、KDCでのパスワード存続期間決定をユーザー (主体)ごとに設定します。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「Kerberosデータベースの
管理」を参照してください。

Solaris 9

セキュリティ保護された LDAPクライアント

Solaris 9リリースでは、LDAPクライアントベースのセキュリティの新機能が追加されま
した。新しい LDAPライブラリは、SSL (TLS)および CRAM-MD5暗号化メカニズムを備
えています。ユーザーはこれらの暗号化メカニズムを使用して、LDAPクライアントと
LDAPサーバー間の回線を介した暗号化を導入することができます。

iPlanet Directory Server 5.1、LDAPディレクトリサーバーの詳細は、18ページの「ネット
ワーキング機能」を参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

IPsecおよび Kerberosの暗号化モジュール

Solaris 9リリースでは、最大キー長が 128ビットの暗号がサポートされるようになりまし
た。Solaris 9リリースより前のリリースでは、暗号化モジュールは Solaris Encryption Kit
CD-ROMまたはWebダウンロードからしか入手できませんでした。現在、Solaris 9オペ
レーティング環境には、これらの多数のアルゴリズムがあります。これらのアルゴリズム
には、Kerberos用の 56ビット DES機密性サポートと、IPsec用の 56ビット DESおよび
3-key Triple-DESサポートが含まれています。

注 – Solaris 9リリースでは、Solaris Encryption Kit CD-ROMまたはWebダウンロードに
より、IPsecを使った 128ビットより大きい暗号もサポートしています。IPsecは、128ビッ
ト、192ビット、または 256ビットのAdvanced Encryption Standard (AES)と、32ビット
から 448ビットまでの Blowfish (8ビット増分)をサポートします。

IPsecサポートの詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「IPsec (概要)」を参照
してください。Kerberosサポートの詳細は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービ
ス)』の「SEAMについて」を参照してください。

Solaris 9

IPv6の IPセキュリティアーキテクチャ

Solaris 9で IPsecセキュリティのフレームワークが拡張され、マシン間でセキュリティ保護
された IPv6ダイアグラムを使用できるようになりました。Solaris 9リリースでは、IPv6の
IPsecを使用するときは手動によるキーの管理のみがサポートされています。

注 – IPv4の IPsecセキュリティのフレームワークは、Solaris 8リリースで導入されまし
た。IPv4の場合はインターネットキー交換 (IKE)プロトコルを使用できます。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「IPsec (概要)」を参照してください。

Solaris 9

役割によるアクセス制御 (RBAC)の機能向上

役割によるアクセス制御 (Role-Based Access Control、RBAC)データベースが、Solaris
Management Consoleグラフィカルインタフェースで管理できるようになりました。権利
は、デフォルトで policy.confファイルで割り当てることができます。さらに、権利に
は他の権利を入れることができます。RBACの詳細は、69ページの「役割によるアクセス
制御 (RBAC)」を参照してください。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の役割によるアクセス制御に関
する章を参照してください。

Solaris 8 1/01

Xserver接続のセキュリティオプション

新しいオプションにより、システム管理者が Solaris Xサーバーに暗号化された接続のみを
許可できるようになりました。詳細は、41ページの「Xサーバーの機能」を参照してくだ
さい。

Solaris 9
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説明 リリース

Generic Security Services Application Programming Interface (GSS-API)

GSS-API (Generic Security Service Application Programming Interface)は、セキュリティの
フレームワークです。GSS-APIを使用すると、アプリケーションは転送するデータを保護
できます。GSS-APIは認証、整合性、および機密性のサービスをアプリケーションに提供
します。このインタフェースを使用すると、各アプリケーションはセキュリティに関して
全般的に「汎用」になります。つまり、実際に使用されているプラットフォーム (Solarisプ
ラットフォームなど)やセキュリティ機構 (Kerberosなど)を調べる必要がありません。こ
れは、GSS-APIを使用するアプリケーションの移植性が高くなることを意味します。

詳細は、『GSS-APIのプログラミング』を参照してください。

Solaris 8 6/00

その他のセキュリティソフトウェア

ファイアウォール製品である SunScreen™ 3.2の詳細は、75ページの「追加ソフトウェア」
を参照してください。

また、Solaris 9 リリースの Tcp-wrappers 7.6 フリーウェアの詳細は、77 ページの「フ
リーウェア」を参照してください。 Tcp-wrappers 7.6 は、受信したネットワークサー
ビスの要求を監視およびフィルタする、小さいデーモンプログラムです。

Solaris 9

Xサーバーの機能

説明 リリース

Solarisでの Ipv6の X11サポート

Solaris Xウィンドウシステムのサーバーおよびクライアントライブラリは、Internet
Protocol Version 4 (IPv4)のほかに Internet Protocol Version 6 (IPv6)もサポートできるよう
になりました。この拡張により、ネットワーク上で Xアプリケーションを表示する際
に、IPv6アドレスと接続を使用できるようになりました。

Solaris 9

Xserver接続のセキュリティオプション

新しいオプションにより、システム管理者が、Solaris Xサーバーがどの転送方式を使用す
るかを制御することができます。ホストをセキュリティ保護する必要がある管理者
は、Xserverへの直接的な遠隔 TCP接続を禁止しつつ、暗号化された接続が Secure Shellを
介してトンネリングできるようにします。

詳細は、Xserver(1)のマニュアルページの -nolistenオプションの説明を参照してくだ
さい。

Solaris 9
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説明 リリース

Xsunキーボードベルオプション

Xsunサーバーは、プログラムがビープ音を発するときに、キーボードベルを鳴らすのでは
なくオーディオ機器からトーンを再生するように構成できるようになりました。このオプ
ションを使用して、ユーザーは Xsetプログラムまたは CDEコントロールパネルからビー
プ音のボリューム、ピッチ、長さをカスタマイズできます。ユーザーは、自分の聞き取り
やすさや好みに合わせてビープ音を調整します。

詳細は、Xsun(1)のマニュアルページの -audiobellオプションの説明を参照してくださ
い。

Solaris 9

表示専用デバイスとして Xsunサーバーを使用する

新しいオプションにより、Xsunサーバーをキーボードやマウスがなくても実行できるよう
になりました。ユーザーは、マウスやキーボードなしで、Solarisウィンドウマネージャを
表示専用モードで使用できます。Xsunサーバーは以下の方法で使用できます。
� 表示専用
� マウスおよびキーボード以外の代替入力装置と共に使用
� 表示装置を使用せず、画面外描画をハードウェアで高速化する目的でフレームバッファ
を駆動

詳細は、Xsunのマニュアルページを参照してください。

Solaris 8 2/02

リムーバブルメディアの管理

説明 リリース

cdrwコマンドによる CDファイルシステムの書き込み

cdrwコマンドを使用して、Rock Ridgeまたは Joliet拡張の CDファイルシステムを
CD-Rまたは CD-RWメディアデバイスに書き込むことができます。

cdrwコマンドを使用して、以下のことを実行することができます。
� データ CDを作成する
� オーディオ CDを作成する
� オーディオ CDからオーディオデータを抽出する
� CDをコピーする
� CD-RWメディアを消去する

推奨される CD-Rまたは CD-RWデバイスの詳細は、以下のWebサイトを参照してくだ
さい。

http://www.sun.com/io_technologies/pci/removable.html

このコマンドの使用方法の詳細は、cdrw(1)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

リムーバブルメディアの管理機能の向上

このリリースではボリューム管理機能が向上し、リムーバブルメディアが完全にサポート
されるようになりました。この機能向上により、DVD-ROM、Iomegaおよび Universal
Serial Bus (USB) Zipドライブ、Jazドライブ、CD-ROM、フロッピーディスクなどを挿
入してマウントし、読み取りができるようになりました。

共通デスクトップ環境 (CDE)と Solarisコマンド行の機能強化により、以下の内容が可能
になりました。
� 新しい rmformatコマンドを使用してリムーバブルメディアのフォーマット、ラベル
付け、読み取りまたは書き込みソフトウェア保護の設定を行う。このコマンドは、リ
ムーバブルメディアをフォーマットする fdformatコマンドに代わる

� mkfs_pcfsコマンドおよび fsck_pcfsコマンドを使用してリムーバブルメディア
に PCFSファイルシステムを作成して検証する

� Intelシステムへのデータ転送を簡単にするため、SPARC™システム上のリムーバブ
ルメディアに fdiskパーティションと PCFSファイルシステムを作成する

コマンド行インタフェースを使用してリムーバブルメディアを管理する方法については、
『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。CDEのファイルマネージャを
使用してリムーバブルメディアを管理する方法については、『Solaris共通デスクトップ環
境ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Solaris 8 6/00

Solaris 8 10/00で更新

デバイスの管理

説明 リリース

Sun StorEdge Traffic Manager

Sun StorEdge™ Traffic Manager機能は、ファイバチャネルにアクセス可能なストレージな
どの入出力デバイスの複数パスをサポートします。この機能は、障害の発生したインタ
フェースカードまたはストレージデバイスから、使用可能なカードまたはデバイスに要求
をリダイレクトすることによって、複数のデバイス間での作業負荷のバランスを保ち、信
頼性を向上させます。

Solaris 9

Sun Gigaswift Ethernetドライバ

Solaris 8 7/01リリースから、Solarisの機能には Sun™ Gigaswift 1000Base-T Ethernetドラ
イバへのサポートが追加されました。Sun Gigaswift 1000Base-T Ethernetドライバは、ツイ
ストペア銅線を使用して Gigabit Ethernet接続を可能にします。

詳細は、ce(7D)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 8 7/01
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説明 リリース

USBデバイス

このリリースでは、キーボード、マウスデバイス、オーディオデバイス、大容量デバイ
ス、プリンタなどの、USBデバイスをサポートするようになりました。

Sun Microsystemsの USBデバイスのサポートの一部を以下に示します。
� Solaris 8 10/00、Solaris 8 1/01、Solaris 8 4/01、Solaris 8 7/01、Solaris 8 2/02、および

Solaris 9リリースを使用する Sun Blade™ 100システムおよび Sun Blade 1000システム
は、USBデバイスサポートを提供する

� Solaris 9リリースを使用する Sun Blade、Netra™ X1/T1、および Sun Fire™ 280Rシス
テムは、USBデバイスをサポートする

� Sun Ray™システムも USBデバイスをサポートする
Sun Rayシステムでの USBデバイスの使用の詳細は、Sun Rayのマニュアルを参照し
てください。

Solaris 8 1/01

USB大容量デバイスを使用する

Solaris 9環境では、多数の USB大容量デバイスをサポートしています。非準拠 USBデバイ
スによっては、作動の際に、/kernel/drv/scsa2usb.conf ファイルにある情報に従っ
て特定のデバイスをサポートできるかどうかを確認するものもあります。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

Solaris 8 1/01

cfgadmコマンドを使用した USBデバイスのホットプラグ

cfgadmコマンドを使用して、システムをシャットダウンしなくても、実行中のシステムか
ら簡単に USBデバイスをホットプラグすることができます。また、cfgadmコマンドを使
用して、デバイスを物理的に取り外さなくても論理的に USBデバイスをホットプラグする
ことができます。これは、遠隔で作業していて USBデバイスをリセットする必要があると
きに便利です。詳細は、cfgadm_usb(1M)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 8 1/01

USBプリンタのサポート

Solaris印刷マネージャを使用して、USBポートを備えたシステムに接続されている USBプ
リンタを設定することができます。

USBプリンタ用の新しい論理デバイス名は次のとおりです。

/dev/printers/[0...N]*

プリンタサーバーに USBプリンタを追加する場合は、「新しいプリンタを設定」画面の
「プリンタポート」の下に表示される USBプリンタの 1つに対してこれらのデバイスの 1
つを選択してください。

Solaris印刷マネージャを使用してプリンタを設定する方法の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (上級編)』を参照してください。

新しい Solaris USBプリンタドライバは USBプリンタクラスの準拠プリンタをすべてサ
ポートします。なお、usbprn(7D)のマニュアルページに推奨される PostScript ™プリン
タの一覧が示されています。

USBプリンタのホットプラグについての詳細と注意事項は、usbprn(7D)のマニュアル
ページの「注意事項」と「診断」の章を参照してください。

Solaris 8 1/01
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説明 リリース

Reconfiguration Coordination Manager (RCM)

システムリソースの動的再構成機能を利用すると、システムが稼動している間でもシステ
ムコンポーネントを構成し直すことができます。この機能は、Solaris 8リリース以降
cfgadmコマンドで利用できるようになりました。Reconfiguration Coordination Manager
(RCM)は、システムコンポーネントの動的な除去を管理するフレームワークです。RCMを
利用すると、システムリソースの登録と解放をスムーズに行えます。

新しい RCMスクリプト機能を使用すると、アプリケーションを停止したり、動的な再構成
の間にアプリケーションからデバイスを手際良く解放したりする独自のスクリプトを記述
できます。スクリプトによって登録されたリソースに要求が影響を与える場合、RCMフ
レームワークは再構成要求に応じてスクリプトを自動的に起動します。

リソースを動的に除去する場合は、アプリケーションからリソースを手動で解放しておく
必要がありました。あるいは、-fオプションを指定して cfgadmコマンドを使用して再構
成オペレーションを強制することも可能でした。ただし、このオプションはアプリケー
ションを認識不能な状態のままにする可能性があります。また、アプリケーションからリ
ソースを手動で解放すると、一般にエラーが発生します。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』と rcmscript(4)のマニュアルページを参照
してください。

Solaris 8 1/01

mpプログラムの拡張

mp(1)プログラムの拡張によって、mpコマンドが X Print Serverのクライアントとして動
作するように変更されました。正しく構成された X Print Serverがホストマシン上で動作し
ている場合、mpは X Print Serverがサポートしている印刷用の記述言語で印刷することが
できます。新しく導入されたオプション -Dおよび -Pを使用すると、mpが X Print Server
のクライアントとして動作するように設定することができます。

詳細は、『国際化対応言語環境の利用ガイド』の「mp印刷フィルタの拡張概要」を参照し
てください。

Solaris 8 4/01

動的再構成の新しいエラーメッセージ

動的再構成ソフトウェアは、動的再構成に関わる問題を解決しやすいように拡張されまし
た。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』と cfgadm(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

Solaris 8 1/01
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言語サポート

説明 リリース

各国語への対応

Solaris 9オペレーティング環境は、現在、Solaris 9 Software CD、Solaris 9 DVD、および
Solaris 9 Languages CDで 162のロケール環境 (39言語に対応)をサポートしていま
す。Solarisでの言語のサポートの詳細は、57ページの「言語サポート」を参照してくだ
さい。

Solaris 9

新しい中国語 GB18030-2000文字セットのサポート

Solaris 8 2/02リリースから、Solarisプラットフォームで GB18030-2000文字セットの
すべて (約 30,000文字)を入力、表示、出力できるようになりました。これによ
り、Solarisプラットフォームで実行するどのアプリケーションでも、中国語の広範な文
字セットを利用できます。この機能の詳細は、65ページの「言語サポート」を参照して
ください。

Solaris 9
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第 3章

ソフトウェア開発者向けの新しい機能

この章では、Solaris 9オペレーティング環境に追加された、ソフトウェア開発に関す
る新機能について説明します。

開発ツール

説明 リリース

Solarisと Linuxのアプリケーションプログラミングインタフェースの互換性

フリーウェアのライブラリとサポートユーティリティのいくつかは、以前は Solaris 8ソ
フトウェア付属の CD上で利用できましたが、現在は Solaris 9オペレーティング環境に
統合されています。この結果、ソフトウェアアプリケーションの開発者が Solarisオペ
レーティング環境で、より簡単にフリーウェアアプリケーションを開発およびコンパイ
ルできるようになりました。ライブラリには、glib、GTK+、Jpeg、libpng、
Tcl/Tk、libtif、および libxm12が含まれています。Solarisのメディアで利用でき
るフリーウェアの詳細は、75ページの「その他のソフトウェア」を参照してください。

Solaris 9

Live Upgradeメッセージの XML出力の選択

Solaris Live Upgradeをコマンド行で使用するときに、-Xオプションを使用して XML
出力を選択できるようになりました。このオプションは、Solaris Live Upgradeをツー
ルとして使用するプログラムまたはシェルスクリプトのプログミングの際に使用するも
のです。デフォルトの出力はテキスト出力ですが、-Xオプションを使用すれば、マシン
の構文解析と解釈に適した XMLが作成されます。-Xオプションを指定すると、エ
ラー、警告、通知、一般などのすべてのメッセージで、出力は XMLとなります。

lucreate(1M)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

Multiple Page Size Support

Multiple Page Size Support (MPSS)により、プログラムはハードウェアがサポートする
任意のページサイズを使用して仮想メモリーの各部にアクセスできます。以前のリリー
スでは、プログラムのスタック、ヒープ、または mmap()で割り当てられた
Anonymous Memoryに 8Kバイトのページしか利用できませんでした。

開発者は、メモリーを多く消費するアプリケーションがスタック、ヒープ、または
mmap()で割り当てられた /dev/zeroプライベートメモリーのためにハードウェアで
サポートされている任意のページサイズを使用するように調整できます。メモリーを多
く消費するプログラムでは、大きなページサイズを使用することでパフォーマンスが著
しく向上する場合があります。

詳細は、pagesize(1)、mpss.so.1(1)、ppgsz(1)、memcntl(2)、mmap(2)、お
よび getpagesizes(3C)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9

マルチスレッドライブラリの向上

Solaris 9リリースでは、改良された高速マルチスレッドライブラリが追加されました。
これは、以前のリリースの Solaris ソフトウェアでは libthread の代替として利用で
きました。

詳細は、『マルチスレッドのプログラミング』と threads(3THR)のマニュアルページ
を参照してください。

Solaris 9

Perlバージョン 5.6.1

Solaris 9リリースでは、新しいデフォルトバージョンの Perl (Practical Extraction and
Report Language)を使用できます。新しいデフォルトバージョンの Perlは、バージョ
ン 5.6.1です。また、Solaris 9リリースには、Solaris 8リリースに含まれていた古い
バージョンの Perl (バージョン 5.005_03)も含まれています。

詳細は、perl(1)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9

統一された diff形式

diffコマンドと sccs-sccsdiffコマンドが更新され、GNUスタイルの統一された
diff形式をサポートできるようになりました。この形式では、コンテキスト行が差分
リストに 1回だけ出力されます。

これらのコマンドの詳細は、diff(1) および sccs-sccsdiff (1) のマニュアルペー
ジを参照してください。

Solaris 9
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説明 リリース

syseventフレームワーク

syseventフレームワークにより、カーネルレベルとユーザーレベルのシステムイベン
ト (ハードウェアとソフトウェアの状態の変化、エラー、障害など)を、このようなイベ
ントの通知を受け取るべきアプリケーションに通知できるようになりました。

syseventフレームワークのコンポーネントには以下のものがあります。
� syseventd(1M)デーモン
� syseventadm(1M)コマンド
� イベントデータ抽出と sysevent 予約 (subscription) のためのライブラリ API
� ドライバレベルのシステムイベント通知インタフェース (ddi_log_sysevent(9F))

syseventdデーモンは、カーネルからのシステムイベントバッファの配信を受け入れ
る、ユーザーレベルのデーモンです。イベントバッファが syseventdが配信される
と、このデーモンは対象となるすべての終了イベントのサブスクライバにイベントを伝
達します。

syseventadmコマンドを使用して、システムイベントに応答してコマンド、アプリ
ケーション、またはスクリプトを起動するためにあとで使用するイベント指定を構成す
ることができます。

syseventカーネルおよびライブラリAPIの詳細は、syseventadm
(1M)、syseventconfd(1M)、および syseventd(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

ドライバレベルのイベント通知ロギングの詳細は、ddi_log_sysevent(9F)を参照し
てください。

Solaris 8 1/01

Solaris 8 4/01で更新

Kernel Pseudo-Random Number Generator

Solaris Pseudo-Random Number Generator (PRNG)は /dev/randomと
/dev/urandomデバイスから使用でき、暗号化操作、科学計算アプリケーション、およ
びシミュレーションツール用の擬似乱数にアクセスする標準インタフェースを備えた
ISVを提供します。PRNGは Solarisカーネルで動作し、エントロピープールの内容を
保護します。PRNGは、カーネルメモリーページからエントロピーデータを収集し、高
水準な無作為性を常に維持します。

詳細は、random(7D)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9

クラスタ上の遠隔共用メモリーへのアプリケーションインタフェース

Sun Cluster環境の使用を拡大するアプリケーションを開発する際は、このインタフェー
スを利用できます。新しい Remote Shared Memory (RSM) APIを使用すると、高速ク
ラスタインターコネクトで渡されるメッセージの応答時間が短いアプリケーションをプ
ログラミングすることができます。このように cluster-awareアプリケーションを設計
すると、クラスタ化された構成でイベントへの応答に要する時間を大幅に減らすことが
できます。

Sun Cluster 3.0がインストールされている必要があります。新しいインタフェースを活
用するためには、既存の Sun Clusterアプリケーションを変更する必要があります。

詳細は、『プログラミングインタフェース』を参照してください。また、librsm
(3LIB)のマニュアルページと『man pages section 3: Extended Library Functions』
(3RSM)のマニュアルページにも RSMに関する記述が含まれています。

Solaris 8 10/01
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説明 リリース

GNU互換バージョンの gettext API関数

Solaris 9リリースでは GNU互換バージョンの gettext API関数が追加されました
が、Solaris gettext API関数の下位互換性も維持しています。
� libc内の既存の gettext()、dgettext()、dcgettext()、textdomain()、
および bindtextdomain()関数は、Solarisと GNU互換のメッセージファイルを
両方とも処理することができる

� libc内の新しい GNU互換の ngettext()、dngettext()、dcngettext()、お
よび bind_textdomain_codeset()関数は、GNU互換のメッセージファイルを
処理できる

� msgfmtユーティリティと gettextユーティリティは、Solarisと GNU互換の両方
のメッセージファイルを処理できる

詳細は、gettext(3C)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9

拡張ファイル属性

UFS、NFS、および TMPFSファイルシステムは、拡張ファイル属性を包含するように
機能拡張されました。拡張ファイル属性によりアプリケーション開発者は、ファイルを
特定の属性に関連付けることができます。たとえば、ウィンドウシステム用のファイル
管理アプリケーションの開発者が行う、表示アイコンとファイルとの関連付けです。

詳細は、29ページの「ファイルシステムの機能拡張」を参照してください。

Solaris 9

新しい固定優先順位 (Fixed-Priority、FX)スケジューリングクラス

FXスケジューラは、ユーザーまたはアプリケーションによるスケジューリング優先順
位制御を必要とするプロセスに対して、スケジューリングポリシーを提供します。16
ページの「システムリソースの機能拡張」を参照してください。

Solaris 9

ダイナミックホスト構成プロトコル (DHCP)

ダイナミックホスト構成プロトコル (Dynamic Host Configuration Protocol、DHCP)
サービスを使用すると、ホストシステムは、ブート時にネットワークサーバーから IPア
ドレスとネットワーク構成情報を受け取ることができます。Solaris 8 7/01より前のリ
リースでは DHCP構成データはテキストファイルか NIS+にしか保存できませんでした
が、現在の Solaris DHCPサービスでのデータアクセスは、モジュール方式のフレーム
ワークを使用するように再設計されています。Solaris DHCPは、DHCPデータの保存
に任意のデータ格納装置をサポートする共有オブジェクトを作成できるAPIを提供しま
す。

『Solaris DHCPサービス開発ガイド』には、Solaris DHCPが使用するデータアクセス
フレームワークの概要、開発者向けの一般的なガイドライン、および、新しいデータス
トアをサポートするモジュールの作成に使用するAPI機能の一覧が記載されています。

詳細については、『Solaris DHCPサービス開発ガイド』を参照してください。

Solaris 8 7/01

50 Solaris 9オペレーティング環境の概要 • 2002年 5月



説明 リリース

Solaris Web Start Wizards SDK 3.0.1

Solaris Web Start Wizardsは、ネイティブ Solarisアプリケーション、Javaアプリケー
ション、および Java以外のアプリケーションのインストール、設定、管理を簡単にしま
す。Solaris Web Start Wizardsソフトウェアを使用すると、開発者は Solaris版のアプリ
ケーションとMicrosoft Windows版のアプリケーションの両方をパッケージ化できま
す。このインストールウィザードは、プラットフォーム固有の処理を管理します。

Web Start Wizard SDK 3.0.1は現在 Solaris 9リリースに付属しており、Solaris Web Start
インストールプログラムを使用してインストールできます。

Solaris 9

モジューラデバッガ (mdb)

mdb(1)は、稼動中のオペレーティングシステム、OSクラッシュダンプ、ユーザープロ
セス、ユーザープロセスのコアダンプ、オブジェクトファイルなどの低レベルのデバッ
グと編集に利用できる拡張可能なユーティリティです。 Solaris 9リリースでは、mdbは
Solarisカーネル用の新しいシンボリックデバッグサポート、新しいカーネルデバッガコ
マンド、実行中のユーザープロセスの検査と制御を目的とした新機能、rawディスク
ファイルおよび rawデバイスの検査機能などを提供します。

詳細は、『Solarisモジューラデバッガ』と mdb(1)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

Solaris 9

オーディオの機能向上

Solaris 9オペレーティング環境に、新しいオーディオディレクトリが追加されました。
アプリケーションオーディオヘッダーファイルの新しいディレクトリ
は、/usr/include/audioです。このオーディオファイル形式には、新しいヘッダー
ファイル (/usr/include/audio/au.h)と au(4)のマニュアルページが含まれます。

その他のオーディオファイルの新しいデポジトリは、/usr/share/audioです。
/usr/demo/SOUND/sounds に置かれていたオーディオファイルは、ここへ移動しま
した。また、現在のアプリケーションとスクリプトがエラーを起こさずに動作するよう
に、/usr/demo/SOUNDS/sounds から /usr/share/audio/samples/au へのシン
ボリックリンクが作成されています。

信頼性を向上させるため、オーディオカーネルモジュールに多数のバグ修正が施されま
した。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

Solaris 9

sendfileシステムコールのベクトル版: sendfilev()

sendfileシステムコールのベクトル版である sendfilev()を使用すると、アプリケー
ションのバッファやファイルからデータを送るときのパフォーマンスが向上します。た
とえばWebのパフォーマンスの場合、Webサーバーは、サーバーサイドインクルード
だけでなくヘッダー、データ、トレイラも含めた HTTP応答を、1つのシステムコール
で構築できます。この機能により、さまざまなファイルから複数のチャンクを応答とし
て返すための仕組みが提供されるため、Solaris Network Cache and Accelerator (NCA)
のパフォーマンスが最適化されます。

詳細は、sendfilev(2)のマニュアルページを参照してください。
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説明 リリース

appcertユーティリティによるファイル準拠の検証

appcertユーティリティは、オブジェクトファイルが Solaris ABIに準拠しているかを
検証します。Solaris ABIに準拠していると、今後の Solarisソフトウェアのリリースに
対するアプリケーションの互換性が大幅に向上します。

詳細は、『プログラミングインタフェース』の「appcertの使用方法」を参照してくだ
さい。

Solaris 8 4/01

Generic Security Services Application Programming Interface (GSS-API)

GSS-API (Generic Security Service Application Programming Interface)は、セキュリ
ティのフレームワークです。GSS-APIを使用すると、アプリケーションは転送するデー
タを保護できます。38ページの「セキュリティの機能拡張」を参照してください。

Solaris 8 6/00

Web-Based Enterprise Managementツー
ル

説明 リリース

Solaris WBEM Services 2.5

Solaris WBEM Services 2.5は、Sun MicrosystemsのWeb-Based Enterprise
Management (WBEM)の実装です。WBEMは、企業のコンピューティング環境の管理
を統一させることを意図した、管理とインターネット関連のテクノロジで
す。Distributed Management Task Force (DMTF)によって開発されたWBEMを使用す
ると、組織は、World Wide Webテクノロジをサポートおよび向上させる規格ベースの
管理ツールの統合セットを配信することができます。Solaris WBEM Services
は、Solaris 9リリースではバージョン 2.5に更新されました。

WBEMの開発に関する情報は、『Solaris WBEM SDK開発ガイド』を参照してくださ
い。
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説明 リリース

新しいWBEMバッチ処理用 APIの追加

Java Web-Based Enterprise Management (WBEM)クライアントのアプリケーションプロ
グラミングインタフェース (API)は、クライアントによる複数の Common Interface
Model (CIM)操作を 1つの要求と応答でバッチ処理できるようになりました。同様
に、CIM Object Managerが、バッチ処理されたこれらの要求を受け入れて処理するよ
うになりました。この機能は、
『Distributed Management Task Force (DMTF) Specification for CIM Operations Over HTTP』
に定義されています。

結果として、クライアントが実行する必要がある遠隔呼び出しの数が減ります。

詳細は、『Solaris WBEM SDK開発ガイド』を参照してください。

Solaris 9

WBEM CIM WorkShopの拡張

CIM WorkShopは、計器、システム、およびネットワークアプリケーションの開発者が
WBEMクラスとインスタンスを表示および作成するための、WBEM開発ツールのグラ
フィカルユーザーインタフェースを提供します。

CIM WorkShopでは、以下のことを実行することができます。
� ネームスペースを表示および選択する
� ネームスペースを追加および削除する
� クラスを表示、作成、変更、および削除する
� プロパティ、修飾子、メソッドを新しいクラスに追加および削除する
� インスタンスを表示、作成、および削除する
� インスタンス値を表示、変更、および削除する
� 関連付けをトラバースする
� メソッドを実行する
� コンテキストヘルプを表示する

CIM WorkShopで使用できる拡張機能と新機能は、以下のとおりです。
� 更新され修正されたコンテキストヘルプ
� 関連付けのトラバース機能
� 選択したクラスのイベントについての情報をサブスクライブし表示する機能。これ
により、より簡単にイベントを使用するアプリケーションをデバッグできる。この
機能は、RMIプロトコルを選択した場合のみ使用可能

� WBEM情報を検索および表示するためにWBEM Query Language (WQL)クエリを
送信する機能

詳細は、『Solaris WBEM SDK開発ガイド』を参照してください。
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説明 リリース

追加されたWBEMプロセス通知 (外部)イベントのサポート

現在は、WBEMイベントサービスを使用すると、該当の条件を満たすときにクライアン
トアプリケーションが非同期で指示を受信することができます。ただし、クラスのライ
フサイクルの指示 (インスタンスの変更、作成、および削除を示すもの)に属するのは、
サポートされている指示だけです。

この指示のクラスは非常にフレキシブルで広範に及びますが、計器がこのカテゴリに分
類されない指示を発行しなければならない場合もあります。この要件を満たすた
め、DMTFは、現在の指示階層の拡張としてプロセス指示階層を導入しました。WBEM
サービスのプロセス指示では、この拡張階層を処理できるようになりました。

WBEMサービスのプロセス指示は、イベントモデルのプロセス指示部の Sun
Microsystemsの実装です。このプロセス指示クラスは、計器が発行するすべての指示の
スーパークラスであり、これにはライフサイクルの指示も含まれています。

プロセス指示にサブスクライブするプロセスは、ライフサイクル指示にサブスクライブ
するプロセスと同じです。

詳細は、『Solaris WBEM SDK開発ガイド』を参照してください。

Solaris 9

WBEM mofcomp コマンドの拡張

Managed Object Format (MOF)コンパイラ (mofcomp)は、コマンド行でネームスペー
スを指定できるようになりました。ネームスペースが存在しない場合は、新たに作成さ
れます。

さらに、MOFコンパイラは Javaインタフェースとクラスソースファイルを生成しま
す。この機能によって標準の Javaインタフェースを使用することができますが、CIM
構造と CIMオブジェクトモデルのアプリケーションプログラミングインタフェース
(API)について学習する必要があります。

CIMClassごとにインタフェースとクラスファイルが生成されます。インタフェース
は、相互運用性を維持しつつ、さまざまな実装を作成できるように生成されます。

詳細は、『Solaris WBEM SDK開発ガイド』を参照してください。

Solaris 9

新しい Java WBEM SDKサンプルプログラムの追加

Java WBEM Software Developer’s Kit (SDK)に新しい Javaアプレットのサンプルとサン
プルプログラムが組み込まれました。Javaアプレットとサンプルプログラム
は、/usr/demo/wbemにインストールされています。

Java WBEM SDKのサンプルプログラムは、イベント、クエリ、およびバッチ処理の方
法を示しています。これらのサンプルは、独自のプログラムを開発するための叩き台と
して使用することができます。

詳細は、『Solaris WBEM SDK開発ガイド』を参照してください。
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説明 リリース

Solaris WBEM Software Developer’s Kit

Solaris Web-Based Enterprise Management (WBEM) Software Developer’s Kit (SDK)に
は、開発者が Solarisオペレーティング環境でデータにアクセスしリソースを管理する
アプリケーションを、WBEMに基づいて作成するためのAPIが含まれていま
す。Solaris WBEM SDKには CIM WorkShopも含まれています。これは、開発者が
WBEMアプリケーションを作成し、ソフトウェアに付属しているWBEMクライアント
およびプロバイダのサンプルプログラムを表示するための Javaアプリケーションです。

詳細は、『Solaris WBEM SDK開発ガイド』を参照してください。

Solaris 8 4/01

新しい Solaris Provider

新しい Solaris Providerは、Common Information Model (CIM)環境内の管理対象デバ
イスに関する情報の取得や設定を行うソフトウェアの開発に利用できます。Solaris
Providerは、CIM Object Managerに Solarisオペレーティング環境内の管理対象リソー
スのインスタンスを提供します。

Solaris 9ソフトウェアでは、次に示す 5つの Solaris Providerが新しく追加されていま
す。
� WBEM Solaris Device/System Performance Monitor Provider – Solarisオペレーティ
ング環境が実行されているシステムについてのさまざまな統計情報を提供する

� WBEM Product Registry Provider –新しい製品の追加や、システムにインストール
されている既存の製品の削除、変更などが行える

� WBEM SNMP Provider – WBEMサービスで、ネットワーク管理用のインターネッ
ト参照モデルプロトコルである Simple Network Management Protocol (SNMP)を使
用して情報を提供できる

� WBEM EEprom Provider – EEPROM内の構成情報の表示と変更に利用できる
� WBEM System Availability Provider –アプリケーションがシステムの稼働時間の割
合を計算できるように、システムのリブート情報を提供する。このプロバイダは、
以下に示すような停止理由も示す
� システムパニックが発生した
� ユーザーがシステムを中断 (一時的に停止)した
� ユーザーがシステムを停止した

詳細は、『Solaris WBEM SDK開発ガイド』を参照してください。
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デバイスドライバの作成

説明 リリース

フレームバッファ電源管理

テープドライブやフレームバッファなどのデバイスの中には、ドライバが切り離された
ときに (電源の短時間でのオンオフでも)電力供給が低下しないように設定しなければな
らないものがあります。新しいインタフェース ddi_removing_power(9F)は、ある処
理が中断された場合に、デバイスへの電力供給が失われるかどうかを検査します。ま
た、デバイスに新しいプロパティ no-involuntary-power-cyclesを指定すると、そ
のデバイスへの電力供給が突然止まってしまわないように設定できます。

詳細は、 ddi_removing_power(9F) と no-involuntary-power-cycles(9P) の
マニュアルページを参照してください。

Solaris 9

Sun StorEdge Traffic Manager

Sun StorEdge Traffic Managerは、ファイバチャネルにアクセス可能なストレージなどの
入出力デバイスの複数パスをサポートします。この機能は、障害の発生したインタ
フェースカードまたはストレージデバイスから、使用可能なカードまたはデバイスに要
求をリダイレクトすることによって、複数のデバイス間での作業負荷のバランスを保
ち、信頼性を向上させます。

Solaris 9

ドライバフォルトインジェクタハーネス

ドライバフォルトインジェクタハーネス (Driver Fault Injector Harness)は、Solarisデバ
イスドライバの開発ツールです。開発中のドライバがハードウェアにアクセスするとき
に、このハーネスによってハードウェア障害のさまざまなシミュレーションが投入され
ます。このハーネスは、SPARCベースのテスト障害状態をテストします。

詳細は、th_define(1M)と th_manage(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

Solaris 8 1/01

Generic LANドライバ

ドライバ開発者は、Generic LANドライバ (GLD)を使用して Solarisネットワークドラ
イバに必要な STREAMSおよび Data Link Provider Interface (DLPI)機能の大部分を実装
できます。Solaris 8 10/00より前のリリースでは、GLDモジュールを利用できるの
は、Solarisの Intel版ネットワークドライバに限定されていました。Solaris 8 10/00から
は、Solarisオペレーティング環境の SPARC版ネットワークドライバでも GLDを利用で
きます。

詳細は、『Writing Device Drivers』の「Drivers for Network Devices」を参照してくださ
い。
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言語サポート

説明 リリース

各国語への対応

Solaris 9オペレーティング環境は、現在、Solaris 9 Software CD、Solaris 9 DVD、および
Solaris 9 Languages CDで 162のロケール環境 (39言語に対応)をサポートしています。

詳細は、65ページの「言語サポート」を参照してください。また、『国際化対応言語環
境の利用ガイド』を参照してください。

Solaris 9

アジア言語サポートの拡張

Solaris 9リリースでは、簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語、およびタイ語用の新し
い入力方式と照会手続きによって、アジア言語のサポート範囲が広がりました。また、
このリリースでは香港 (zh_HK.BIG5HK)と中国用 (zh_CN.GB18030)の新しいネイティ
ブロケール環境もサポートしています。

Solaris 9リリースでのアジア言語のサポートの詳細は、65ページの「言語サポート」を
参照してください。『国際化対応言語環境の利用ガイド』も参照してください。

Solaris 9

新しい中国語 GB18030-2000文字セットのサポート

Solaris 8 2/02リリースから、Solarisプラットフォームで GB18030-2000文字セットの
すべて (約 30,000文字)を入力、表示、出力できるようになりました。これによ
り、Solarisプラットフォームで実行するどのアプリケーションでも、中国語の広範な文
字セットを利用できます。この機能の詳細は、65ページの「言語サポート」を参照して
ください。

Solaris 8 2/02

データの相互運用性の改良

Solaris 9リリースでは、UTF-8とネイティブエンコーディング (HKSCS、GB18030、ISO
8859-11、および Hindi)間のデータ変換に使用する新しい iconvユーティリティが追加
され、Solaris以外の環境とのデータ互換性が向上しました。また、Solaris日本語ロケー
ルコードセットと富士通、日立、および NECの日本語メインフレームコードセット間で
変換する iconvモジュールによって、日本語サポートが拡張されました。

Solaris 9リリースでの言語のサポートの詳細は、65ページの「言語サポート」を参照し
てください。『国際化対応言語環境の利用ガイド』も参照してください。

Solaris 9

ヨーロッパおよび中東の新しいキーボードサポート

Solaris 9リリースでは、トルコ語 (Qタイプ)、トルコ語 (Fタイプ)、およびアラビア語の
Sun I/Oキーボードサポートと、トルコ語 (Qタイプ)、トルコ語 (Fタイプ)、フランドル
語、およびアラビア語の Sun Ray USBキーボードサポートが追加されました。

Solaris 9リリースのヨーロッパおよび中東の言語のサポートの詳細は、65ページの「言
語サポート」を参照してください。また、『国際化対応言語環境の利用ガイド』を参照
してください。
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説明 リリース

新しい TrueTypeフォント

新しい TrueTypeフォントでは、コードセットが異なっても共通の外観と同じ書体を提供
するようになりました。ヨーロッパロケールは、すべて共通の TrueTypeフォントを使用
します。各アジアロケールには、それぞれ独自の TrueTypeフォントファイルが存在しま
す。

詳細は、『国際化対応言語環境の利用ガイド』を参照してください。

Solaris 9

Unicodeサポートの拡張

Solaris 9リリースでは、Unicodeのサポートが拡張されました。ロシア、ポーランド、
スペイン、タイ、インド、香港、トルコ、エジプト、ブラジル、フィンランド、および
ベルギー (ワロン語)の UTF-8ロケールが新しくサポートされるようになりました。

Solaris 9リリースの Unicodeサポートの詳細は、65ページの「言語サポート」を参照し
てください。『国際化対応言語環境の利用ガイド』も参照してください。

Solaris 8 10/00

Solaris 8 4/01および
Solaris 9で更新

プリントフィルタ拡張機能 : mpプログラム

mp(1)プログラムは、さまざまな Solarisロケールの国際テキストファイルを受け付け、
指定されたロケールに合った出力を行います。mpでは複合テキストレイアウト (CTL)が
サポートされているため、出力では正確なテキストレイアウト (双方向のテキストの表示
や形状決定など)もなされます。PostScriptの出力ファイルには、各ロケールの mpシス
テムフォント構成にもとづき Solarisシステム上のスケーラブルフォントやビットマップ
フォントのグリフイメージを組み込めます。

詳細は、『国際化対応言語環境の利用ガイド』の「mp印刷フィルタの拡張概要」を参照
してください。

Solaris 8 4/01

Javaリリース

説明 リリース

JavaHelp v. 1.1.2

JavaHelp™ v. 1.1.2は、フル装備の、プラットフォームに依存しない、拡張ヘルプシステム
です。開発者と作成者は、これを使用してアプレット、コンポーネント、アプリケーショ
ン、オペレーティングシステム、およびデバイスにオンラインヘルプを組み込むことがで
きます。詳細は、以下のWebサイトを参照してください。

http://java.sun.com/products

Solaris 9
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説明 リリース

Java 2 SDK, Standard Edition v. 1.4.0

Java 2 SDK Standard Edition v. 1.4.0 (J2SE™ 1.4.0)は、Java 2 SDKのアップグレードリリー
スです。このアップグレードリリースには、新しいプラットフォーム機能、新しいツール
とユーティリティなどが含まれます。

これらの拡張機能の詳細は、以下のWebサイトにある J2SE 1.4.0プラットフォームのマ
ニュアルを参照してください。

http://java.sun.com/j2se/1.4/docs/relnotes/features.html

Solaris 9

Apache Webサーバーにおける JSP 1.2および Java Servlet 2.3のサポート

Jakarta Tomcat 4.0.1および mod_jservモジュールの追加によって、Apache Webサーバー
で JavaServer Pages™ (JSP Version 1.2)と Java Servlets (Version 2.3)がサポートされるよう
になりました。

/etc/apacheには以下のファイルが含まれています。
� tomcat.conf
� README.Solaris
� zone.properties
� jserv.properties
� jserv.conf

Tomcatサポートを有効にする方法については、README.Solarisファイルを参照してく
ださい。構成情報については、以下のWebサイトも参照してください。

http://jakarta.apache.org/tomcat/tomcat-4.0-doc/index.html

Tomcatおよび mod_jservモジュールは、ほかのApacheソフトウェアと同様に Sun以外
のグループによって管理されているオープンソースコードです。このグループは、以前の
リリースと互換性を維持するように努力しています。
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第 4章

デスクトップに関する新しい機能

この章では、Solaris 9オペレーティング環境に追加された、デスクトップに関する新
機能について説明します。

デスクトップ機能

説明 リリース

複数バイトの文字セット用の Xterm端末エミュレータのサポート

Xterm端末エミュレータは、複数バイトの文字セットをサポートするようになりました。
この機能により、Xtermウィンドウを UTF-8とその他の複数バイトロケールで使用する
ことができます。Xtermコマンド行とリソースに、Xフォントセットを指定するための新
しいオプションが組み込まれました。

詳細は、Xtermのマニュアルページを参照してください。

Solaris 9

グラフィカル・ワークスペース・マネージャ

グラフィカル・ワークスペース・マネージャはすべてのワークスペースをグラフィカルに
表現するものであり、ボタンを押すことによりワークスペース間を移動したり、アプリ
ケーションをワークスペース間でドラッグ &ドロップしたりすることができます。この
リリースでは、表示できるワークスペースの数が 9つに限られることはありません。ま
た、「グラフィカル・ワークスペース・マネージャのオプション」ダイアログボックスが
追加され、さらに多くの表示オプションが提供されるようになりました。

詳細は、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の「グラフィカル・ワー
クスペース・マネージャ」を参照してください。

Solaris 8 6/00

Solaris 8 4/01で更新
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説明 リリース

ワークスペース・マネージャ

「ワークスペース・マネージャ制御」で、ワークスペースの動作および数の制御にグラ
フィカルユーザーインタフェース (GUI)が提供されるようになりました。スライダを使
用してワークスペースの追加や削除が行えます。また、フロントパネルの「ワークスペー
ス・スイッチ領域 (Workspace Switch Area)」でグラフィカル・ワークスペース・マネー
ジャを表示することもできます。

詳細は、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の「ワークスペース・マ
ネージャ制御」を参照してください。

Solaris 8 4/01

ウィンドウリスト

ウィンドウリストは、現在動作しているすべてのアプリケーションのリストを表示しま
す。ウィンドウリストによって、ユーザーはマウスボタンをクリックするだけで、あら
ゆるアプリケーションを (他のワークスペースにあるものでも)見つけることができま
す。また、ウィンドウリストでは選択したアプリケーションのグループに対してまとめ
てウィンドウアクションを実行することも可能です。「ワークスペース」カラムを表示
するかどうかも選択できるようになりました。

詳細は、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の「ウィンドウリスト」
を参照してください。

Solaris 8 6/00

Solaris 8 4/01で更新

省電力 (Energy Star)規格

X11R6.4で標準となっている Display Power Management Signaling (DPMS)に、Frame
Buffer Power Management (FBPM)が拡張されました。この拡張は米国政府の Energy
Starプログラム要件を満たすために追加され、Energy Star準拠のハードウェアにのみ適
用されるものです。

Solaris 8 6/00

ISO-1以外のファイルの出力形式

デフォルトでは、dtlp(1)は出力を lp(1)に送信する前に mp(1)を使用します。この機能
により、ISO-1以外の多数の標準テキストファイルを CDEに正確に出力することができ
ます。これと同じフィルタリング効果は、dtmailメールメッセージの出力にも適用され
ます。

詳細は、mp(1)のマニュアルページを参照してください。

Solaris 9

電子メールへの複数ファイルの追加

この機能により、電子メールに複数のファイルを添付する際に「メールプログラム -ア
タッチメント -追加」ダイアログボックスを開いたままにしておくことができるようにな
りました。これにより、「アタッチメント」メニューから「ファイルの追加」を何度も選
択する必要がなくなります。

メール・プログラムの詳細は、『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の
「メール・プログラムの使い方」を参照してください。

Solaris 8 1/01
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説明 リリース

リムーバブルメディア・マネージャ

リムーバブルメディア・マネージャは、リムーバブルデバイスへのアクセスを 1つのウィ
ンドウで集中管理します。ユーザーはリムーバブルメディア (着脱式媒体)のフォーマッ
ト、属性の照会、ディレクトリ構造の表示、および該当する場合はスライスの管理を行う
ことができます。 42ページの「リムーバブルメディアの管理」を参照してください。

『Solaris共通デスクトップ環境ユーザーズ・ガイド』の「リムーバブルメディア・マ
ネージャの使用」も参照してください。

Solaris 8 6/00

オーディオの機能向上

Solaris 9オペレーティング環境に、オーディオディレクトリが追加されました。アプリ
ケーションオーディオヘッダーファイルの新しいディレクトリ
は、/usr/include/audioです。このオーディオファイル形式には、新しいヘッダー
ファイル (/usr/include/audio/au.h)と au(4)のマニュアルページが含まれます。

その他のオーディオファイルの新しいデポジトリは、/usr/share/audioです。
/usr/demo/SOUND/sounds に置かれていたオーディオファイルは、ここへ移動しまし
た。また、現在のアプリケーションとスクリプトがエラーを起こさずに動作するよう
に、/usr/demo/SOUNDS/sounds から /usr/share/audio/samples/au へのシンボ
リックリンクが作成されています。

信頼性を向上するため、オーディオカーネルモジュールに多数のバグ修正が施されまし
た。

詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

Solaris 9

各国語への対応

Solaris 9オペレーティング環境は、現在、Solaris 9 Software CD、Solaris 9 DVD、および
Solaris 9 Languages CDで 162のロケール環境 (39言語に対応)をサポートしていま
す。Solarisでの言語のサポートの詳細は、57ページの「言語サポート」を参照してくだ
さい。

Solaris 9

デスクトップ用フリーウェア

Solaris 9 リリースでの GNU grep 2.4.2、GNU tar 1.13、GNU wget 1.6、および
Ncftp Client 3.0.3 の詳細は、77 ページの「フリーウェア」を参照してください。
� GNU grep 2.4.2 はパターンマッチングツールです。
� GNU tar 1.13 はアーカイバです。
� GNU wget 1.6 は、HTTP と FTP を使用して、Web からファイルを取り出します。
� Ncftp Client 3.0.3 は、File Transfer Protocol (FTP) を使用する、UNIX ftp プロ
グラムの代替のものです。
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第 5章

新しい機能の詳細説明

Solaris 9オペレーティング環境では、今までの強力で安定したオペレーティング環境
をさらに向上させる多数の新機能が提供されています。この章では、Solaris 9リリー
スの新機能のいくつかについてより詳しく説明します。

� 言語サポートの拡張
� 集中ネットワーク管理のテクノロジの拡張
� Live Upgradeのコマンド行の機能
� システム情報の表示機能の向上
� Solaris 9リリースのその他のソフトウェア
� 付属ソフトウェアとプレビューソフトウェア

Solaris 9の機能の一覧と簡単な説明は、第 2章、第 3章、および第 4章を参照してく
ださい。

言語サポート
Solaris 9オペレーティング環境は、現在、Solaris 9 Software CD、Solaris 9 DVD、お
よび Solaris 9 Languages CDで 162のロケール環境 (39言語に対応)をサポートして
います。第 4章の言語サポート機能の概要を参照してください。以下の節で、これら
の機能のいくつかについて詳しく説明します。
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新しいアジアロケールのサポート

新しい中国語 GB18030-2000文字セットのサポート
Solaris 8 2/02リリースから、Solarisプラットフォームで GB18030-2000文字セット
のすべて (約 30,000文字)を入力、表示、出力できるようになりました。これによ
り、Solarisプラットフォームで実行するどのアプリケーションでも、中国語の広範な
文字セットを利用できます。使用可能なグリフは主に漢語ですが、エンコーディング
にはチベット、魏、李、モンゴルなどの少数民族の言語も含まれています。

Solaris 9リリースの GB18030-2000サポートには、Unicodeといった別のコード
セットへの変換だけでなく、以前の中国語コードセット (GBKおよび GB2312)への下
位互換性も装備されています。Solaris開発者は、新しいエンコーディングを使用する
ために、従来の手順を変更する必要はありません。GB18030-2000サポートは、標
準ツールキットで使用できます。

GB18030-2000サポートを必要とする Javaアプリケーションについては、以下の
Webサイトにある J2SE™の情報を参照してください。

http://java.sun.com/j2se/1.4

中国語と韓国語の新しい照合ロケール
照合ロケールは、画数と部首、読み、辞書のオプションなどのさまざまなオプション
を提供します。

タイ語用の単語分割モジュール
単語分割モジュールを使用して、Motifを使用する際にタイ語の文章を正確に適切な
段落、文、単語で区切ることができます。

新しいアジア UTF-8 (Unicode)ロケール
File System Safe Universal Transformation Format (UTF-8)は、X/Open®によって
Unicodeの複数バイト表現として定義されているエンコード方式です。UTF-8は、
ヨーロッパおよびアジア言語に対応する、従来の Solarisのシングルバイトおよび複数
バイトロケールで使用できた文字をほぼ網羅します。

� タイ用の Unicodeロケール th_TH.UTF-8
� インド用の Unicodeロケール hi_IN.UTF-8
� 香港用の Unicodeロケール　zh_HK.UTF-8
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新しいタイ語の入力方式
新しいタイ語の入力方式は、WITと呼ばれるタイ政府指定の入力の基準をサポートし
ます。WITには、レベル 0、レベル 1、およびレベル 2という 3つのレベルがありま
す。

新しい中国語の入力方式
新しい文字セットと新しいロケール用に、繁体字中国語と簡体字中国語のロケールの
より一般的で強力な入力方式 (IM)が追加されました。

� 繁体字中国語ロケール用の新しい Chuyin IM
� すべての中国語ロケール用の Cantonese IM
� すべての中国語ロケール用の English-Chinese IM

中国語入力方式のための新しい補助ウィンドウ
すべての中国語ロケール用に「親しみやすく」拡張性のある入力方式のユーザーイン
タフェース (UI)を備えた、補助ウィンドウが追加されました。補助ウィンドウによっ
てサポートされる新機能を、以下に示します。

� 入力方式の切り替え

� 入力方式のプロパティ設定

� GB2312、GBK、GB18030、HKSCS、CNS、Big-5、および Unicode文字セット用
のルックアップテーブル

� コードテーブル管理ツール

� 仮想キーボード

新しい iconvモジュール
iconvモジュールを使用すると、ネイティブエンコードされたデータと Unicode間
の変換が可能です。新しい文字セットをサポートするために、以下の iconvモ
ジュールが追加されました。

� UTF-8 <---> HKSCS
� UTF-8 <---> GB18030
� UTF-8 <---> ISO8859-11
� UTF-8 <---> Hindi

zh_CN.GBKから拡張された新しい zh_CN.GB18030ロ
ケール
この新しい zh_CN.GB18030ロケールは、中国政府が制定した新法が要求している新
しい GB18030規格をサポートするために提供されています。
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香港用の HKSCSをサポートする新しい zh_HK.BIG5HK
ロケール
Hong Kong Supplementary Character Set (HKSCS)をサポートするために、新しい zh
_HK.BIG5HKロケールが提供されました。Big-5および ISO 10646コーディングス
キームの追加文字セットである HKSCSには、香港での中国語コンピューティングに
必要な中国語文字が含まれています。ただし、これらの文字は、Big-5または ISO
10646標準文字セットには含まれていません。

日本語モジュールのサポート

追加の日本語 iconvモジュール
eucJP、PCK、UTF-8などの Solaris日本語ロケールコードセットと富士通 JEF、日立
KEIS、NEC JIPSなどの日本語メインフレームコードセット間での iconvコード変換
が追加されました。

新しいヨーロッパロケールのサポート

ヨーロッパおよび中東用の新しい Unicode (UTF-8)ロケー
ル
Solaris 8 10/00リリースでは、ヨーロッパおよび中東ロケールにロシア語、ポーラン
ド語、およびカタロニア用の 2つの新しいロケールが追加されました。Solaris 8 4/01
リリースでは、トルコ語の UTF-8コードセットとロシア語の UTF-8コードセット
の、2つの言語が追加されました。

Solaris 9リリースでは、ヨーロッパおよび中東の言語のサポートとして、トルコ、エ
ジプト、ブラジル、フィンランド、およびベルギー (ワロン語)の UTF-8ロケールも追
加されました。

ロケール名は、次のとおりです。

� スペイン (カタロニア)用の Unicodeロケール ca_ES.ISO8859-1
� スペイン (カタロニア)用の追加 Unicodeロケール ca_ES.ISO8859-15
� ポーランド用の Unicodeロケール pl_PL.UTF-8
� ロシア用の Unicodeロケール ru_RU.UTF-8
� トルコ用の Unicodeロケール tr_TR.UTF-8
� エジプト用の Unicodeロケール ar_EG.UTF-8
� ブラジル用の Unicodeロケール pt_BR.UTF-8
� フィンランド用の Unicodeロケール fi_FI.UTF-8
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� ベルギー (ワロン語)用の Unicodeロケール fr_BE.UTF-8

ユーロ通貨のサポート
以下のロケールでは、各国通貨単位 (NCU)からユーロ通貨グリフに変更されました。

ca_ES.ISO8859-15 (スペイン) de_AT.ISO8859-15 (オーストリア)

de_DE.ISO8859-15 (ドイツ) de_DE.UTF-8 (ドイツ)

en_IE.ISO8859-15 (アイルランド) es_ES.ISO8859-15 (スペイン)

es_ES.UTF-8 (スペイン) fr_BE.ISO8859-15 (ベルギー)

fr_BE.UTF-8 (ベルギー) fi_FI.ISO8859-15 (フィンランド)

fi_FI.UTF-8 (フィンランド) fr_FR.ISO8859-15 (フランス)

fr_FR.UTF-8 (フランス) it_IT.ISO8859-15 (イタリア)

it_IT.UTF-8 (イタリア) nl_BE.ISO8859-15 (ベルギー)

nl_NL.ISO8859-15 (オランダ) pt_PT.ISO8859-15 (ポルトガル)

テキスト・エディタのファイルダイアログボックスのコー
ドセット変換の拡張
ファイルダイアログボックスにエンコーディングオプションが追加され、iconv(3C)
によるファイルエンコーディングの変更がサポートされるようになりました。このオ
プションにより、ファイルを UTF-8や UTF-16などのさまざまなエンコーディングで
開いたり保存したりできます。

役割によるアクセス制御 (RBAC)
役割によるアクセス制御 (RBAC)は、Solaris 8 1/01ソフトウェアリリースで更新され
ました。RBACデータベースは、Solaris Management Consoleのグラフィカルインタ
フェースによって管理できるようになりました。「実行プロファイル」(execution
profiles)という用語が使用されなくなりました。この用語は、「権利プロファイル」
(rights profiles)に置き換えられました。グラフィカルインタフェース上では「権利
(rights)」、コマンド行およびファイル内では profilesとも呼ばれます。

承認とセキュリティ属性を備えたコマンドに加え、権利プロファイルが他の権利プロ
ファイルを含むことができるようになりました。権利プロファイルに同じコマンドが
複数現れる場合、ファイル内での最初のコマンドが優先されます。
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policy.conf(4)ファイルが、デフォルトで権利プロファイルを割り当てられるよう
にするキーワード PROFS_GRANTEDを認識できるようになりました。

次の図は、拡張されたユーザー属性がどのようにユーザーに提供されるかを示しま
す。

�

図 5–1拡張された属性データベース

user_attrデータベースは、表示されている属性を含み、またコンマ (,)で区分され
たプロファイル名のリストを含んでいます。プロファイルの内容は、prof_attr
ファイルと exec_attrファイルに分割されています。prof_attrファイルは、権
利プロファイル識別情報 (権利プロファイルに関連する承認と入れ子の権利プロファ
イル)を含んでいます。exec_attrファイルは、ポリシーを識別し、関連するセキュ
リティ属性を持つコマンドを含んでいます。auth_attrファイルは、Solaris
Management Consoleツールに対する承認情報をサポートします。
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注 – user_attrを使用してユーザーに直接承認を割り当てることはできますが、こ
の方法は推奨されていないことに注意してください。

policy.confファイルは、すべてのユーザーに割り当てられるデフォルトの属性を
提供します。たとえば、Printer Management権利プロファイルが 1つのユーザーまた
は役割に割り当てられると、そのユーザーまたは役割の user_attrエントリはキー
ワードと値のペア (profiles=Printer Management) を含みます。 prof_attr
ファイルはこのプロファイルを定義し、以下のようにヘルプファイルと承認も指定し
ます。

Printer Management:::Manage printers, daemons,
spooling:help=RtPrntAdmin.html;auths=solaris.admin.printer,
/ solaris.admin.printer.modify,solaris.admion.printer.delete

exec_attrファイルでは、次の行が有効なユーザー ID = lpを Printer Management
プロファイル内のコマンド /usr/sbin/acceptに割り当てます。

Printer Management:suser:cmd:::/usr/sbin/accept:euid=lp

次の表は、承認を使用するコマンドのリストです。

表 5–1 RBACコマンド

コマンド 関連する承認

at(1) solaris.jobs.user

atq(1) solaris.jobs.admin

crdw(1) solaris.device.cdrw

crontab(1) solaris.jobs.user、solaris.jobs.admin

allocate(1M) solaris.device.allocate、solaris.device.revoke

deallocate(1M) solaris.device.allocate、solaris.device.revoke

list_devices(1M) solaris.device.revoke

smcron(1M) solaris.jobs.admin、solaris.jobs.user

smdiskless solaris.admin.dcmgr.clients、solaris.admin.dcmgr.read

smexec(1M) solaris.profmgr.read、solaris.profmgr.write

smgroup(1M) solaris.admin.usermgr.read、solaris.admin.usermgr.write

smmultiuser(1M)、
smuser(1M)

solaris.admin.usermgr.pswd、solaris.admin.usermgr.read、
solaris.admin.usermgr.write、solaris.profmgr.assign、
solarisprofmgr.delegate、solaris.role.assign、 solaris.role.delegate

smmaillist(1M) solaris.admin.usermgr.read、solaris.admin.usermgr.write
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表 5–1 RBACコマンド (続き)
コマンド 関連する承認

smosservice solaris.admin.dcmgr.admin、solaris.admin.dcmgr.read

smprofile(1M) solaris.profmgr.read、solaris.profmgr.write

smrole(1M) solaris.admin.usermgr.pswd、solaris.admin.usermgr.read、
solaris.admin.usermgr.write、solaris.profmgr.assign、
solarisprofmgr.delegate、solaris.role.assign、 solaris.role.delegate

Solaris Management Consoleの詳細は、25ページの「システム管理ツール」を参照し
てください。

Live Upgradeのコマンド行機能
Solaris 9リリースでは、コマンド行インタフェースのみに以下の Solaris Live
Upgradeの新機能が適用されます。

進捗レポート
Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードまたはフラッシュアーカイブをイン
ストールする際に、アップグレードまたはインストールの進捗度をレポートします。

lumountコマンドと luumountコマンドの変更
lumountコマンドは、ブート環境のすべてのファイルシステムをマウントします。マ
ウントポイントを明示的に指定しない場合、lumountはブート環境名を使用してマウ
ントポイントを作成します。この変更によりマウントポイントが乱立することがなく
なり、luumountコマンドが使いやすくなります。

マウントポイントのネーミングの新旧の例を、以下に示します。

� 数字の並びを使用したマウントポイント名: /.alt.1234
� ブート環境名を使用したマウントポイント名: /.alt.solaris8

この例では、ブート環境名は solaris8です。

lumountコマンドは、ブート環境のルートファイルシステムをアンマウントしま
す。luumountコマンドでは、マウントポイントだけでなくブート環境名も引数に指
定できるようになりました。また、-fオプションを使用して、ブート環境のファイル
システムを強制的にアンマウントできるようになりました。
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lumount(1M)と luumount(1M)のマニュアルページを参照してください。

スケジューリング優先順位
Solaris Live Upgradeの主な目的は、新しいオペレーティングシステムへの移行中の
実働環境の停止時間を、最小限に抑えることです。ファイルシステムのアップグレー
ドやコピーなどの Solaris Live Upgradeの操作によっては、システムに相当な負荷が
かかることがあります。現在 Solaris Live Upgradeには、スケジューリング優先順位
を制御するツールがあり、これにより運用システムのパフォーマンスの低下を防ぐこ
とができるようになりました。 /etc/default/luファイルにあるデフォルト値は
変更可能です。

ブート環境の命名
ブート環境名に長い名前を許可するため、ブート環境名を使用する Solaris Live
Upgradeコマンドがブート環境名に対して任意の長さの文字列を入力できるようにな
りました。

詳細は、『Solaris 9インストールガイド』と ludesc(1M)のマニュアルページを参照
してください。

pargsコマンドと preapコマンド
pargsコマンドを使用して、プロセスに渡されるすべての引数を表示できるようにな
りました。プロセスに渡される引数を表示するには、以下のように pargsコマンド
を pgrepコマンドと一緒に使用します。

# pargs `pgrep ttymon`
579: /usr/lib/saf/ttymon -g -h -p system-name console login:
-T sun -d /dev/console -l
argv[0]: /usr/lib/saf/ttymon
argv[1]: -g
argv[2]: -h
argv[3]: -p
argv[4]: system-name console login:
argv[5]: -T
argv[6]: sun
argv[7]: -d
argv[8]: /dev/console
argv[9]: -l
argv[10]: console
argv[11]: -m
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argv[12]: ldterm,ttcompat
548: /usr/lib/saf/ttymon

argv[0]: /usr/lib/saf/ttymon

プロセスと関連する環境変数を表示するには、pargs -eを以下の例のように使用し
ます。

$ pargs -e 6763
6763: tcsh

envp[0]: DISPLAY=:0.0

pargsコマンドと preapコマンドを使用して、ユーザーの権限の範囲内で任意のプ
ロセスについて調べることができます。スーパーユーザーの場合は、任意のプロセス
を調べることができます。

preapコマンドを使用して、現在は使われていないプロセス (ゾンビプロセスともい
う)を整理することができます。ゾンビプロセスは、プロセスの終了状態を親プロセ
スがリープできなかった場合に作られます。通常このようなプロセスは無害ですが、
数が多くなればシステムリソースを浪費することがあります。

df、du、および lsコマンドの新しいオ
プション
df、du、および lsコマンドは、ディスク使用率とファイルまたはファイルシステム
のサイズをわかりやすく表示するための、新しい hオプションが追加されました。

dfコマンドのデフォルトの形式では、ファイルシステムのサイズがブロック単位
(512バイト)で表示されます。dfの出力は、キロバイト単位では以下のようになりま
す。

$ df -k / /usr
Filesystem kbytes used avail capacity Mounted on
/dev/dsk/c0t0d0s0 192056 94788 78063 55% /

/dev/dsk/c0t0d0s6 1982988 829966 1093533 44% /usr

同じファイルシステムのサイズを 1024の累乗で表示すると、以下のようになりま
す。

$ df -h / /usr
Filesystem size used avail capacity Mounted on
/dev/dsk/c0t0d0s0 188M 93M 76M 55% /

/dev/dsk/c0t0d0s6 1.9G 811M 1.0G 44% /usr

duコマンドのデフォルトの形式では、ディスク容量がブロック単位 (512バイト)で表
示されます。duの出力は、ブロック単位では以下のようになります。

% du -s k*
100 kadmin
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98 kadmin.local
98 kdb5_util
90 keyserv

10 killall

同じディスク容量を 1024の累乗で表示すると、以下のようになります。

% du -h k*
50K kadmin
49K kadmin.local
49K kdb5_util
45K keyserv

5K killall

ls -lコマンドのデフォルトの形式では、ファイルサイズがバイト単位で表示されま
す。ファイルサイズを 1024の累乗で表示するには、ls -lhコマンドを使用します。

% ls -lh k
-r-xr-xr-x 1 root bin 49K Nov 30 03:32 kadmin
-r-xr-xr-x 1 root bin 49K Nov 30 03:32 kadmin.local
-r-xr-xr-x 1 root bin 49K Nov 30 03:32 kdb5_util
-r-xr-xr-x 1 root sys 44K Nov 25 04:37 keyserv

-r-xr-xr-x 1 root bin 4.3K Nov 25 04:36 killall

その他のソフトウェア

追加ソフトウェア
Solaris 9ソフトウェアリリースには、CoBundledと Early Accessという 2つのサブ
ディレクトリを含む ExtraValueディレクトリが含まれています。 CoBundledディレ
クトリには、SunScreen 3.2やWeb Start Wizards SDK 3.0.1などの、以前は別々に出
荷されていたソフトウェアが含まれています。Early Accessディレクトリに
は、Netscape 6.2.1などの初期評価ソフトウェアが含まれています。

CoBundledおよび Early Accessディレクトリはそれぞれ、Solaris
_9/ExtraValue/CoBundledと Solaris_9/ExtraValue/EarlyAccessにあり
ます。このディレクトリは、Solaris 9 DVDと Solaris Software 2 of 2 CDにありま
す。

Solaris Web Start Wizards SDK 3.0.1の詳細は、31ページの「インストール」を参照し
てください。
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SunScreen 3.2
SunScreen 3.2は、Solarisサーバーに対する高速保護を提供する、ステートフルで動
的なパケットフィルタリングファイアウォールです。SunScreen 3.2の機能のいくつか
を以下に示します。

� 130個のマルチスレッド化されたステートフルなパケットフィルタ
� ネットワークアドレス変換
� SKIPおよび IPSec/IKE VPNクライアントのサポート
� 順序付けられたルールセット
� 複数のファイアウォール管理
� Javaアプレットの GUI
� 完全なコマンド行制御

SunScreen 3.2は、IPアドレスが見えない状態の、秘密モードのオペレーティングを
提供します。また、それぞれのインタフェースによって個々のサブネットを保護す
る、従来のルーティングモードも提供しています。Sunは、個々のホストとサーバー
上にあるネットワークアーキテクチャ全体で、複数のポイントにファイアウォールを
配置することを推奨しています。

Solarisオペレーティング環境用の Netscape 6.2.1
Netscape 6.2.1 Enterpriseは、非常にカスタマイズしやすく使いやすい、普及したブラ
ウザです。これは、Solaris 9リリースでは Early Accessディレクトリにあります。ま
た、Solaris 7と Solaris 8オペレーティング環境でも使用できます。Netscape 6.2.1
は、ブラウズ機能、電子メール、およびインスタントメッセージングをシームレスに
統合する優れたインターネットソフトウェアです。

Netscape 6.2.1には以下の新機能があります。

� インストールと使いやすさの改良

� より多くの業界標準 – XML、LDAP、Document Object Model (DOM)、および
Cascading Style Sheets level 1 (CSS1)を含む

� My Sidebar機能 –重要な情報の高速検索用
� 拡張検索機能

� リアルタイムメッセージング –ブラウズ機能およびメールと統合
� 個人情報設定のためのオプション

� 以下のソフトウェアがあります。

� 最新の Java仮想マシン
� 新しい Netscape Java Plug-In
� Java extensionとAPI
� 信頼できる相互運用性を提供する、クロスプラットフォームの、Javaテクノロ
ジベースの XPCOMコンポーネント

詳細な情報は以下のWebサイトで入手可能です。
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http://www.sun.com/solaris/netscape

フリーウェア
Solaris 9リリースには、フリーウェアのツールとライブラリがいくつか含まれま
す。Solaris 9リリース用に以下のフリーウェアパッケージが更新されました。

注 –このリストにあるフリーウェアの使用許諾権、帰属、著作権を確認するためのデ
フォルトのライセンスパスは、/usr/share/src/<フリーウェアの名前>で
す。Solarisオペレーティング環境がデフォルト以外の場所にインストールされている
場合は、指定したパスを変更してインストールした場所にあるファイルにアクセスし
てください。

� Apache 1.3.20 – UNIXベースの HTTPサーバー
� bash 2.05 – Sh 互換のコマンド言語インタプリタ

� bzip2 1.0.1 – ブロックソートのファイル圧縮ツール
� gzip 1.3 – GNU Zip 互換ユーティリティ
� less 358 – more コマンドに似たページャ

� mkisofs 1.13 – ISO9660 ファイルシステムを使って CD を作成するユーティリ
ティ

� tcsh 6.0.10 – ファイル名完了とコマンド行編集を含む C シェル
� zip 2.3 – 圧縮およびファイルパッケージツール
� zsh 3.0.8 – 対話型ログインおよびシェルスクリプトコマンドプロセッサとして
使用できるコマンドインタプリタ (シェル)

Solaris 9リリースには以下のライブラリも組み込まれました。

注 –このリストにあるフリーウェアライブラリの使用許諾権、帰属、著作権を確認す
るためのデフォルトのライセンスパスは、/usr/sfw/share/src/<フリーウェアの
名前>です。Solarisオペレーティング環境がデフォルト以外の場所にインストールさ
れている場合は、指定したパスを変更してインストールした場所にあるファイルにア
クセスしてください。

� Glib 1.2.10 – 便利なデータタイプ、マクロ、型変換、および字句スキャナのラ
イブラリ

� GTK+ 1.2.10 – GIMP ツールキット。グラフィカルユーザーインタフェースの作
成に使用できる 1組のライブラリ

� Jpeg 6b – フルカラーとグレースケールの画像用の規格化された圧縮ソフトウェ
ア

� Libpng 1.0.10 – PNG リファレンスライブラリ。PNG は、GIF 形式と、ある程
度はより複雑な TIFF形式に代わるものとして設計された画像保存形式です。
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� Tcl/tk 8.33 – TCL-TK GUI Toolkitは、Tclスクリプト記述言語によって実装さ
れた Xqqツールキットです。

� Libtif f3.55 – TIFF の読み取りと書き込みをサポートし、TIFF 画像を簡単に操
作するためのいくつかのツール群を提供します。

� Libxml2 2.3.6 – Extensible Markup Language (XML)をサポートする Cライブ
ラリ。XMLは、Web上の構造化されたドキュメントとデータ用の汎用フォーマッ
トです。

Solaris 9リリースには、以下のコマンドとユーティリティも組み込まれました。

注 –このリストにあるフリーウェアのコマンドとユーティリティの使用許諾権、帰
属、著作権を確認するためのデフォルトのライセンスパス
は、/usr/sfw/share/src/<フリーウェアの名前>です。Solarisオペレーティング
環境がデフォルト以外の場所にインストールされている場合は、指定したパスを変更
してインストールした場所にあるファイルにアクセスしてください。

� Gnu Grep 2.4.2 – 標準 UNIX egrep ユーティリティの 2 倍の速さのパターン
マッチングツール

� Gnu Tar 1.13 – マルチボリュームをサポートし、空白ファイルのアーカイブ、
アーカイブの自動圧縮/圧縮解除、遠隔アーカイブ、およびその他の特殊な機能を
持つアーカイバ

� Ncftp Client 3.0.3 – ファイル転送プロトコルを使用するプログラムのフリー
のセット。このセットは、UNIXシステムに付属している標準の ftpプログラム
の代替です。

� Samba 2.2.2 – UNIX と他のオペレーティングシステム用のフリー SMB および
CIFSクライアント/サーバー。SMBと CIFSは、多くの PC関連マシンがファイ
ル、プリンタ、およびその他の情報を共用するためのプロトコルです。

� Tcp-wrappers 7.6 – 受信したネットワークサービスの要求を監視およびフィル
タする、小さいデーモンプログラム。これらのプログラムは要求を発信したクライ
アントホスト名をログに記録するため、それによってネットワークセキュリティ機
能が向上します。

� Gnu Wget 1.6 – HTTPと FTPという 2 つの最も幅広く使用されているインター
ネットプロトコルを使用してWebからファイルを取り出す、フリーのネットワー
クユーティリティ
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Solaris 9リリースから利用可能になった
機能
GNOME 2.0は近々使用できるようになる機能であり、Solaris 9オペレーティング環
境に組み込むことが計画されています。現在はWeb上でプレビュー版を入手できま
す。

Solarisオペレーティング環境用の GNOME 2.0デ
スクトップ
GNOME 2.0は、Solaris 9オペレーティング環境に組み込まれる予定の、拡張された
新しいユーザーデスクトップです。GNOME 2.0は、インターネットとのシームレス
な統合のために設計されています。GNOME 2.0によりユーザーは、個人の生産性を
高めることができます。フリーソースソフトウェアで構築されているため、GNOME
は複数の UNIXプラットフォームの標準に進化しています。

GNOME 2.0デスクトップは、以下のような強力な新機能を提供します。

� デスクトップとやりとりできないユーザーがやりとりできるようにする、組み込み
型のアクセス可能性のソリューション

� 見栄えがよく直観的なユーザーインタフェース

� 広範囲な個人情報設定機能

� 統合されたグローバルインタフェースリソース

� 拡張ワークスペースマネージャ

� 好みのプログラムに高速でアクセスするための、使いやすいフロントパネル

� 強力なアプリケーションとアクセサリのフルパッケージ

� シームレスなデータ交換と相互運用性を保証する、最新の業界標準

� 既存の CDEと Javaベースのアプリケーションとの互換性

GNOME デスクトップのプレビュー版 – http://www.sun.com/gnome の、
「Exploring the GNOME 1.4 Desktop」で無償でダウンロードできます。このフリー
ダウンロードを使って、GNOME 2.0デスクトップを検討および評価できま
す。GNOME 2.0デスクトップは、Solarisオペレーティング環境の将来のバージョン
でサポートされ配布される予定です。

Companion CD
Solaris 9のメディアには、以下の補助ソフトウェアを含む Companion CDがありま
す。
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� アクセス可能なソフトウェア –特殊なニーズを持つユーザーのため
の、Emacspeak、W3ブラウザ、および UnWindowsなどのオープンソース支援ソ
フトウェア

� 管理ツール – ethereal、sudo、および rpmなどのシステム管理者用ツール

� Webインフラストラクチャソフトウェア – Webとインターネットサービスのホス
ティング用のサーバーソフトウェア (デーモン)

� デスクトップ環境と Xウィンドウマネージャ –アプリケーションの起動、ファイ
ル管理、アイコンのドラッグアンドドロップなどのグラフィカルユーザーインタ
フェースを提供するソフトウェア。K-Desktop Environmentとともに、いくつか
のウィンドウマネージャのパッケージが含まれています。

� デスクトップアプリケーション –生産性およびマルチメディアソフトウェアなど
の、グラフィカルデスクトップアプリケーション

� コマンド行ツールとユーティリティ – GNUプロジェクトからの *utilsパッケー
ジなどの、コマンド行ユーティリティおよびツール

� エディタ –テキスト文書とソフトウェアプログラムを書くために使用するアプリ
ケーション

� セキュリティツール – snort、nmap、および tcpdumpなどの、システムとネッ
トワークのセキュリティ監視と検出用のツール

� メッセージングソフトウェア –電子メール、WWW、ニュース、およびチャット用
の、クライアント側のアプリケーションとツール

� 言語 – gccコンパイラといくつかの高水準 (スクリプト記述)プログラミング言語

� 開発用ライブラリ –プログラマ用のライブラリ(ソフトウェアルーチンの集まり)

� 開発ツール – autoconf、automake 、および cvs などのプログラマ用ツール

このフリーウェアは、以下のWebサイトでダウンロードすることもできます。

http://www.sun.com/software/solaris/freeware.html
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付録 A

Solaris 8ソフトウェアリリースの機能

付録Aでは、Solaris 8オペレーティング環境の機能の概要を説明します。

注 –ここでは、初期の Solaris 8ソフトウェアリリースに含まれていた機能のみについ
て説明します。

Solaris 8 Updateリリースで追加された機能については、Solaris 9に関する章を参照
してください。

次世代インターネットプロトコル

説明

IPv6

IPv6では、単純化されたヘッダー形式を使用したアドレス空間の拡大とインターネット機能の向上、認証と機密
性のサポート、アドレス割り当ての自動構成が追加されました。また、IPv6は新しいサービスの品質機能を提供
します。
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ディレクトリサービスとネームサービス
の拡張

説明

ネイティブ LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)

ネイティブ LDAPは、LDAPベースのディレクトリサービスをサポートするネームサービススイッチを提供しま
す。

Java拡張機能

説明

Java 2 Software Development Kit (SDK) for Solaris

Java 2 SDKバージョン 1.2.1_04は、Solarisオペレーティング環境を対象とした、Java 2プラットフォームの最新
リリースです。SDKで強化された点は次のとおりです。
� スケーラビリティの向上
� クラスライブラリの改良 (新しい Java 2 APIなど)
� メモリー管理システムの拡張
� 高性能でスケーラブルな Java Virtual Machine (JVM)
� JIT (ジャストインタイム)コンパイラの最適化
� Javaスレッド同期の高速化
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インストールとシステム管理

説明

Solaris Web Startインストール

Solaris Web Startは、Java技術を利用したグラフィカルウィザードベースのソフトウェアアプリケーションであ
り、Solarisオペレーティング環境やその他のソフトウェアのインストールを行うツールです。現在は Solaris
Softwareとは別の Installation CDに入っています。

ダイナミックホスト構成プロトコル (DHCP)によるネットワークを介したブート

ネットワークインストールで DHCPを使用し、ネットワークを介してクライアントをブートするために必要な
ブートパラメータやネットワーク情報を取得できるようになりました。DHCPを使用するブートは、特定の
SPARC™システムまたは IAシステムでサポートされています。

IA: Solaris 8リリースでのブートパーティション

Intel版の Solarisを稼動中のユーザーが、別の IAブートパーティションを指定できるようになりました。

IA: CD-ROMブート

この新機能により、これまでのリリースのように Device Configuration Assistantフロッピーディスクからではな
く、「El Torito」規格の Installation CDからシステムをブートできるようになりました。

DHCP Manager

DHCP Managerは、Solaris DHCPサーバーと DHCPデータベースの構成と管理に使用できる、Java技術を利用
したグラフィカルインタフェースを提供します。DHCPマネージャによりシステム管理者は、すべての DHCP管
理作業 (DHCPサーバーの設定と管理、クライアント構成オプションとマクロの管理、DHCP管理下のネット
ワークや IPアドレスの管理など)を、このツールだけで実行できます。

IA:大容量ディスクのサポート

ディスクアクセスの BIOSインタフェースが向上したため、Intel版の Solaris 8では 8Gバイトを超えるディスク
を使用できるようになりました。

Solaris Web-Based Enterprise Management (WBEM) Services

Solaris WBEM Servicesソフトウェアは、Solarisオペレーティング環境にWeb-Based Enterprise Management
(WBEM)の標準と技術を実装したものです。Solaris WBEM ServicesはWBEMが有効になっている環境の開発者
と管理者を対象としており、CIMスキーマクラスの拡張である Solaris Schemaと、管理、セキュリティ、および
ロギングサービスを提供します。

システム識別ユーティリティによるドメインネームシステム (DNS)のサポート

システム識別ユーティリティで構成できるネームサービスのリストに DNSが追加されました。

システム識別ユーティリティによる IPv6のサポート

インストール時に、IPv4だけでなく IPv6にも対応するようにシステムを構成できるようになりました。
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説明

使用できる疑似端末の数が無制限

Solaris 8ソフトウェアでは、rloginや telnetのようなプログラムで使用する疑似端末をいくつでも開くこと
ができます。

Solaris 8 Documentation CDから文書を参照

ab2cdスクリプトを使用して Solaris 8 Documentation CDから直接AnswerBook2™形式の文書を参照すること
ができます。このスクリプトにより、ユーザーフィードバックが改善されています。ab2cdが動作するポート番
号を設定したり、システムにすでにインストールされている文書を参照することができます。

Product Registry

Solaris Product Registryは、Solaris Web Start 3.0または Solarisパッケージ管理コマンド (pkgaddなど)を使用
してインストールされたソフトウェアを管理するためのツールです。このツールを使用して、以下のことを実行
できます。
� インストール済みソフトウェア、登録済みソフトウェア、および一部のソフトウェア属性の一覧を表示する
� ソフトウェア製品を追加インストールする
� ソフトウェアをアンインストールする
� インストーラを検索し起動する

ネットワーキング機能

説明

SPARC: InterDomain Networks (IDNs)

IDNにより、動的システムドメイン間の高速ネットワーク接続を特殊なハードウェアがなくても設定することが
できます。

IPv4の IPsec

IPセキュリティアーキテクチャ (IPsec)は、IPデータグラムを保護します。具体的には、機密性、データ完全
性、部分的なシーケンス (再実行)の完全性を確保する機能、データ認証などがあります。

IPv6 NFSと RPCに準拠

IPv6が、NFSと RPCをシームレスにサポートできるようになりました。NFS関連の既存のコマンドには、変更
はありません。ほとんどの RPCアプリケーションが、変更なしで IPv6で実行できます。トランスポートを認識
する一部の上級 RPCアプリケーションは、更新が必要な場合があります。
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説明

Logical Link Controller 2 (LLC2)

Class II論理リンク制御ドライバ (LLC2)は、Solarisオペレーティング環境の下で稼動するネットワークソフト
ウェア (NetBIOS、SNA、OSI)と、サポートされている通信アダプタのいずれかによって制御されている物理
LANネットワーク間のインタフェースとして機能します。このバージョンの LLC2ドライバは、適切な Solaris
MACレイヤードライバを介してアクセスした場合、Ethernet、Token Ring、および FDDIアダプタ用のコネク
ションレス型とコネクション型の両方の LLC2オペレーションをサポートします。

IPv6による NIS/NIS+の使用

この機能によりユーザーは、IPv6 RPCによる転送を介して NISおよび NIS+の処理を行うことができます。ま
た、NIS、NIS+、および DNSネーミングサービスに、IPv6アドレスを格納できます。

sendmail 8.9.3の機能拡張

新しいオプションとユーティリティによって、sendmailのストレージおよびセキュリティ機能が向上しまし
た。

サービスロケーションプロトコル (SLP)

サービスロケーションプロトコル (SLP)は、企業ネットワーク内の共有資源 (プリンタ、ファイルサーバー、イン
ターネットカメラ (Netcam)など)を検出するための Internet Engineering Task Force (IETF)プロトコルで
す。Solaris 8オペレーティング環境には、SLP対応のアプリケーションを作成するためのAPIや、ネットワーク
拡張を簡易化するためのフレームワークなど、SLPのすべての実装が含まれます。

Solaris STREAMSフレームワークの拡張

Solaris 8オペレーティング環境の STREAMSフレームワークが拡張されました。STREAMSプロセスは、ユー
ザープロセスの優先順位にぶつからない優先順位を使用できるようになりました。これによって、リアルタイム
プロセスの応答時間が確定しやすくなりました。

ネットワークタイムプロトコル (NTP)

分散コンピューティング環境では、NTPによってマシンタイムとネットワーククロックの同期が正確にとられま
す。Solaris 8リリースでは、バージョン 3-5.93eにアップグレードされました。
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ファイルシステムの機能拡張

説明

ユニバーサルディスクフォーマット (UDF)ファイルシステム

Solaris 8では、光学式媒体技術の情報を格納するための業界標準のフォーマットである、UDFファイルシステム
がサポートされています。以下のコンポーネントについては、UDFファイルシステムを使用してデータを交換す
ることができます。
� CD-ROM
� ハードディスクとフロッピーディスク
� DVD (Digital Versatile Discまたは Digital Video Disc) –サポートされているプラットフォーム上の

DVD-ROM

NFSサーバーロギング

NFSサーバーロギングにより、NFSサーバーはファイルシステム上で実行されるファイル操作の記録を提供する
ことができます。この機能は、NFSクライアントとWebNFS™クライアントが使用できる匿名の FTPアーカイ
ブを作成するサイトに特に便利です。

IA: Extended Memory (XMEM)のサポート

Extended Memory (XMEM)のサポートによって、1つの 32ビットプロセスが、4Gバイト以上の物理メモリーを
効率的に割り当てて管理することができる機構が提供されます。XMEM機能は、ファイルシステム (xmemfs)と
して実装されます。システム管理者は、xmemfsをマウントしてアプリケーションのメモリーを予約できます。

WebNFS JavaBeansコンポーネント

WebNFS JavaBeansコンポーネントには、Java 2 APIの JFileChooserグラフィカルコンポーネントを拡張する
XFileChooserクラスが含まれます。WebNFS JavaBeansは、ファイルチューザを使用してユーザーに入力または
出力用ファイルを選択させる任意の Java 2アプリケーションで使用できます。XFileChooserを使用すると、アプ
リケーションは NFS URLネーミングを介してローカルディスクまたは NFSサーバー上のファイルにアクセスで
きます。

UFSファイルシステムにおける遅延アクセスタイム更新

新しい 2つのマウントオプション dfratimeと nodfratimeにより、UFSファイルシステムにおける遅延アク
セスタイム更新を有効または無効にできます。ファイルシステムの書き込みアクセスタイムの更新を有効に設定
すると、アクセスタイムの更新以外の理由でディスクがアクセスされるまで延期される場合があります。
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診断機能と可用性の拡張

説明

coreadmコマンド

coreadmコマンドを使用すると、コアファイル命名規則が柔軟になり、コアファイルの保存が容易になります。

procツールによるコアファイルの検査

procツールは、/procファイルシステムの機能を操作するユーティリティです。一部の procツールが拡張さ
れてプロセスのコアファイルやライブプロセスが調べられるようになりました。

デバイス構成の改良 (devfsadm)

/devディレクトリおよび /devicesディレクトリ内の特殊なデバイスファイルを管理する devfsadmコマンド
のメカニズムが改良され、動的再構成イベントなどがサポートされるようになりました。

システムエラーメッセージの改良

syslog(1M)ログ機能によって生成されるシステムのブートメッセージやエラーメッセージに、数値の識別子、
モジュール名、およびタイムスタンプが提供されるようになりました。また、これまではシステムパニックやリ
ブートの後に失われていたメッセージが保存されるようになりました。

モジューラデバッガ (mdb)

mdbは、動作中のオペレーティングシステム、オペレーティングシステムのクラッシュダンプ、ユーザープロセ
ス、ユーザープロセスのコアダンプ、およびオブジェクトファイルの低レベルデバッグと編集を行う、拡張性の
ある新しいユーティリティです。

リモートコンソールメッセージング機能

Solaris 8には、シリアルデバイスをリモートシステムの障害を追跡する補助 (リモート)コンソールとして選択で
きる consadmコマンドが含まれます。

TCP/IP内部トレース機能

TCP/IPに内部トレース機能が追加されました。RSTパケットによって接続が中断される場合には TCP通信のロ
グが記録されます。
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パフォーマンスとスケーラビリティの拡
張

説明

IA:物理アドレス拡張 (PAE)モードのサポートを追加

Intel社は、Pentium Proのリリースとともに、上級プロセッサ上に PAEというモードを導入しました。PAEを使
用すると、Intel版 Solarisは最大 32Gバイトの物理メモリーを指定できます。

新しいアプリケーションデバッグツール: apptrace

アプリケーション開発者やシステムサポート担当者は、新しいアプリケーションデバッグツール apptraceを使
用して、アプリケーションまたはシステムの障害をデバッグできます。apptraceは、障害が発生してから現在
に至るまでの一連のイベントを示すコールトレースを Solarisの共有ライブラリに提供します。

SPARC:新しいシステム監視ツール: busstat

新しいシステム監視ツール busstatを使用すると、サポートされている SPARCプラットフォーム上のバスに関
連するパフォーマンスのカウンタにアクセスできます。busstatでこのようなパフォーマンスカウンタを確認す
ることによって、マルチプロセッサシステム上の DMAとキャッシュの一貫性をはじめとする、ハードウェアの
クロック周期やバス統計情報を測定できます。

サーバーのブートの高速化

大型サーバーでブートにかかる時間が、大幅に短縮されました。

poll()に代わる新しいインタフェース

入出力イベントの完了をポーリングする新しい方法として /dev/pollが追加されました。/dev/pollは、長時
間開いたままになっているファイル記述子についてポーリングを行わなければならないようなイベントが大量に
ある場合、パフォーマンスを大幅に改善します。この機能は補足機能であり、poll(2)に取って代わるものでは
ありません。

新しいユーティリティ: prstat

prstatユーティリティは、システム上のすべてのアクティブなプロセスを繰り返し検査し、選択されている出
力モードとソート順序にもとづいて各種の統計値を報告します。

IA: Xeonの拡張機能

Intel版 Solaris 8では、最高のパフォーマンスを得るために、Intel IA-32プロセッサ (Pentium IIと Pentium III)
の PAT (Page Attribute Table)機能をサポートするようになりました。

88 Solaris 9オペレーティング環境の概要 • 2002年 5月



セキュリティの機能拡張

説明

Solarisスマートカード

Solarisスマートカード機能は、Open Card Framework (OCF) 1.1標準を実装しています。この技術によりセキュ
リティ管理者は、ユーザーにスマートカードを使用して自己認証させ、コンピュータデスクトップまたは個々の
アプリケーションを保護できます。

デフォルトのファイルシステムとディレクトリのアクセス権

Solaris 8リリースでは、多くのシステムファイルとシステムディレクトリのデフォルト所有権が以前のリリース
から変更になり、アクセス権が以前のリリースより厳密になりました。

役割によるアクセス制御 (RBAC)

従来のスーパーユーザーベースのシステムでは、スーパーユーザーになることができるユーザー全員に完全な
スーパーユーザー権限を与えていました。RBACによって、管理者が一般のユーザーに、制限付きで管理機能を
割り当てることができます。

ユーザー監査イベントの一元管理

ネームスイッチでは、ユーザーと役割の監査事前選択クラスを格納する /etc/security/audit_userファイ
ルがサポートされるようになりました。現在は、ユーザーがアクセスできるシステムごとにユーザーの監査イベ
ントを設定する必要はありません。

リアルタイムシステムの拡張

説明

高精度のタイマー

高精度のタイマー (HRT)によって、これまでの 100ミリ秒単位のクロックインタフェースではなく、ハードウェ
アからの物理クロック割り込みの精度を使用するようになります。HRTインタフェースによって、リアルタイム
プロセスは (マルチプロセッサシステムの) 1つのプロセッサを制御し、タイミングイベントに求められる任意の
精度で動作できます。

ユーザーレベル優先順位の継承

リアルタイムスレッド機能は、優先度の低いスレッドがロックを解放するまで、優先順位の高いスレッドが優先
度の低いスレッドにその優先順位を「貸し与える」ことを許可する POSIXインタフェースを実装しています。こ
のインタフェースは、以前のリリースではダミー化されていました。

付録 A • Solaris 8ソフトウェアリリースの機能 89



共通デスクトップ環境 (CDE)の拡張機能

説明

PDA (携帯情報端末)のサポート

PDA同期アプリケーション (PDA Sync)は、Javaベースのアプリケーションです。これを使用して、デスクトッ
プのカレンダ、メール、アドレス帳、メモなどのデータを、PDA上の対応するアプリケーションのデータと簡単
に同期させることができます。

ホットキーエディタ

ホットキーエディタにより、ユーザーが特定のキーに一連のコマンドを事前定義することができます。これによ
り、ユーザーの生産性と効率が向上します。

Java Media Framework (JMF)

JMFは Java技術を利用したアプリケーションで、MPEG1、MPEG2、Quicktime、AVIを高品質のストリーミン
グビデオファイル形式としてサポートするとともに、新しいオーディオファイル形式としてMIDIをサポートし
ます。この機能により、リアルタイムビデオ作成とブロードキャスト機能を最大限に活用できます。

SPARC: PC launcher 1.0

SunPCi版 PC launcherを使用すると、一般に使用されているさまざまな形式の PCファイルやアタッチメントに
シームレスにアクセスすることができます。関連するWindowsアプリケーションとファイルを自動的に起動し、
さまざまな形式の PCファイルやアタッチメントを即座に表示、編集、印刷できます。

Netscape Application Launcher

Netscape Application Launcherを使用すると、Netscapeアプリケーション (Composerなど)や関連付けられた
Netscapeファイルに簡単にアクセスし自動的に起動することができます。この機能によって、Netscape環境全体
を実行する必要がなくなるため、Netscapeアプリケーションのアクセスが簡易化されます。

印刷クライアントの拡張

印刷クライアントを使用すると、システム管理者の手を借りずにユーザー自身で複数のプリンタとデフォルトプ
リンタを簡単に構成できます。

イメージビューア (sdtimage)の拡張

イメージビューアの拡張機能によって、コマンド行にコマンドを入力して簡単にすばやく画面のスナップショッ
トをとることができます。

スマートカードのサポート

CDEはスマートカード用の認証セキュリティ技術をサポートするようになりました。保護されたシステム上の
CDEにログインする場合や、画面ロック後にログインする場合、スマートカードを取り出した後に再度認証を行
う場合などに、ユーザーはスマートカードを使用して自己認証できます。CDEは、外付けおよび内蔵の両方のス
マートカードデバイスをサポートします。

ツールチップ機能

ツールチップ機能は、カーソルをアイコン上に置いたときに、アイコンの機能についての説明を表示します。
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説明

X11R6.4のサポート

Xサーバーは X11R6.4業界標準にアップグレードされました。これには、ユーザーの生産性と機動性を向上させ
る主要機能が含まれています。これらの機能は、Webベースのデスクトップ上のWebブラウザからの Xアプリ
ケーションの遠隔実行、Xinerama、Color Utilization Policy、EnergyStarのサポート、および開発者用ツール
キットの新しいAPIと文書などがあります。

制御パネルの拡張

この機能は、デスクトップカスタマイズのための統一的で一貫した拡張性のある起動パッド (カラーフォント、背
景などのデスクトップ制御)およびアプリケーションマネージャを提供します。

Webサービス

説明

Java Plug-In

Solarisオペレーティング環境用の Java Plug-inは、Netscape Navigator™のアドオン製品です。この Java
Plug-inを利用すると、Netscape Navigatorに付属しているデフォルトの Java Virtual Machine (JVM)ではなく
Java Runtime Environment (JRE) 1.2を使用して Javaアプレットと JavaBeansコンポーネントをWebページで実
行できます。

Netscape Communicator 4.7

Solaris 8には Netscape Communicator 4.7が含まれており、システムにデフォルトでインストールされます。

Solaris Network Cache and Accelerator (NCA)

Solaris NCAは、HTTP要求時にアクセスされるWebページのカーネルキャッシュを保守することによっ
て、Webサーバーのパフォーマンスを向上させます。

Apache Webサーバー

オープンソースのApache Webサーバーが、Solarisに含まれるようになりました。このサーバーには、プロキシ
サーバーサポート、mod_perlモジュールなど、すべての標準Apacheモジュールが含まれています。
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印刷機能

説明

印刷機能の拡張

Solaris 8では、ネームサービス切り替えファイル /etc/nsswitch.confで printersデータベースがサポート
されています。printersデータベースは、ネットワーク上の印刷クライアントに、一括管理されているプリン
タ構成情報を提供します。

Solaris Print Manager

Solaris Print Managerは、ローカルおよびリモートのプリンタアクセスの管理に使用できる、Java技術を利用し
たグラフィカルユーザーインタフェースです。このツールを使用できるネームサービス環境は、NIS、NIS+、お
よびフェデレーテッド・ネーミング・サービス (FNS)ファイルを使用する NIS+です。

言語サポート

説明

各国語への対応

Solaris 8オペレーティング環境では、Solaris 8 Software CDと Solaris 8 Languages CDの両方で、37種類の言語
に対応する 90個以上のロケールがサポートされています。

言語のインストールと設定の改良

Languages CDの導入により、複数の言語をインストールするのに必要なインストールサーバーのディスク容量
が縮小されました。インストールインタフェースが再設計され、言語の選択とグループ化が極めて直観的なもの
になりました。

Unicodeサポートの拡張

Solaris 8オペレーティング環境では Unicodeのサポートが拡張され、簡体字中国語と繁体字中国語の新しい
Unicode (UTF-8)ロケールがサポートされました。

拡張可能なコードセット変換機能 (geniconvtbl)

Solaris 8オペレーティング環境では、開発者は geniconvtblユーティリティを使用して Solarisシステムにユー
ザー独自のコードセットコンバータを簡単に作成、追加できます。既存の Solarisコードセット変換を変更するこ
ともできます。
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説明

データの相互運用性の改良

Solaris 8リリースでは、次の新しい iconvデータ変換ユーティリティが追加され、Solaris以外の環境とのデータ
の相互運用性が改良されました。
� 日本語メインフレームデータ型に対応した iconv
� Microsoftデータエンコーディング (ユーザー定義文字を含む)に対応した iconv
� 中華人民共和国と韓国での UTF-8相互運用性に対応した iconv
� 複数の Unicodeエンコーディング形式と、国際的な業界標準コードセットに対応した iconv

新しいロケールの追加

Solaris 8リリースに、アイスランド用 (ISO8859-15)とロシア用 (ANSI1251)の 2つのロケールが追加されまし
た。この新しいロシア語ロケールは、既存のロシア語ロケール (8859-5)に改良を加えたもので、ネイティブの
Microsoftデータエンコーディングをサポートします。

マニュアル

説明

AnswerBook2文書サーバーの更新

AnswerBook2文書サーバーは、このリリースで更新されました。Solaris 7からの主な変更として
は、AnswerBook2ナビゲーションアイコンがテキストに変更され、英語以外のロケールのサポートが改良されま
した。また、全体のパフォーマンスと安定性が向上しました。

リファレンスマニュアルの再編成

『man pages section』のうち、Cライブラリ関数 (システムコールは含まない)について説明しているセクション
は、従来は 1つのAnswerBookで構成されていましたが、Solaris 8では、次の 6つのマニュアルで構成されるよ
うになりました。( )内は『SunOSリファレンスマニュアル』で日本語化されているマニュアルページ名です。
� Library Interfaces and Headers (ライブラリインタフェースおよびヘッダー)
� Basic Library Functions (基本ライブラリ関数)
� Networking Library Functions
� Threads and Real-time Library Functions
� Extended Library Functions (拡張ライブラリ関数)
� Curses Library Functions (Cursesライブラリ関数)

また、これら多くのマニュアルページの接尾辞が、関数が含まれているライブラリを表す接尾辞に変更されてい
ます。
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オーディオミキサー

説明

SPARC:オーディオミキサー

オーディオミキサードライバは、複数のアプリケーションが同時にオーディオを再生、記録できるように機能が
改良されました。この新しい機能は、単一の再生アプリケーションと単一の録音アプリケーションしかサポート
しなかった以前の機能の後継となります。また、CDE 1.4に audiocontrolの後継である新しい GUIツール
sdtaudiocontrolが導入されました。sdtaudiocontrolは、オーディオミキサー機能を使用しており、さら
にその他の機能を提供します。

ソフトウェア開発環境

説明

SPARC: 64ビットの Kodak Color Management System™ (KCMS™)ライブラリ

Kodak Color Management System™ (KCMS™)は、64ビット対応のライブラリを提供します。現在 KCMSを使
用し、64ビットのオペレーティング環境用に変換する必要があるアプリケーションでは、色の管理を保持できる
ようになりました。

電源管理システムによる電源管理

Solaris 8オペレーティング環境では、新しいデバイス電源管理システムインタフェースを使用するデバイスドラ
イバが自動的に電源を管理します。

新しい cpustatコマンドと cputrackコマンド

新しいコマンドである cpustatと cputrackは、前者がシステム全体、後者がプロセスごとの CPU統計情報を
それぞれ収集し、システムまたはプロセスのパフォーマンスを監視します。

実行時リンク監査の拡張

リンクエディタオプション -pと -Pによって、実行時リンク監査ライブラリを呼び出す方法が追加されました。
追加された実行時リンク監査インタフェースは、la_activity()と la_objsearch()です。

Perl (Practical Extraction and Report Language) 5の使用

人気の高いプログラミング言語 Perl 5.005_03が Solaris 8リリースに加わりました。Perlは、一般に、CGIのスク
リプト記述と複雑なシステム管理タスクの自動化に使われます。
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説明

開発者用の役割によるアクセス制御 (RBAC)

Solarisオペレーティング環境に開発者用の役割によるアクセス制御 (RBAC)が追加されました。開発者は、新規
アプリケーションおよび改訂アプリケーションに、細かいセキュリティ機能を組み込むことができます。開発者
は、特定の ID (スーパーユーザーなど)を検査せずに、承認を検査する特権機能を作成できます。

セキュリティ保護されたパス名が /usr/libから /usr/lib/secureに変更

ファイルを事前に読み込めるセキュリティ保護されたディレクトリは、/usr/lib/secure (32ビットオブジェ
クト)と /usr/lib/secure/sparcv9 (64ビット SPARCV9オブジェクト)に変更されました。

動的な文字列トークンのサポート

新しい $ISALIST、$OSNAME、および $OSREL動的ストリングトークンにより、命令セット固有およびシステム
固有の依存関係を確立する際の柔軟性が向上しました。

関数の更新: strftime()

strftime()関数の %u変換指定が変更されました。

代替の libthread

代替スレッド実装により、ユーザーレベルのスレッドが軽量プロセス (LWP)と 1対 1で関連付けられるモデルが
提供されます。この実装は標準実装よりシンプルで、一部のマルチスレッド対応アプリケーションには有利で
す。

SPARC:オーディオミキサードライバ

オーディオミキサードライバにより、複数のアプリケーションがオーディオを同時に再生および録音できるよう
になりました。

クラスタ対応デバイスドライバ用 DDIインタフェースの更新

デバイスクラスの概念、およびデバイスドライバ作成者が行う必要があるインタフェースの変更と追加について
は、関連するマニュアルを参照してください。

8ビットビジュアルサポート

8ビットのビジュアル共有ライブラリにより、デバイスドライバは 24ビットハードウェアだけを使用して 8ビッ
トのビジュアルアプリケーションを表示できます。
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ハードウェアの機能拡張

説明

Advanced Configuration and Power Interface (ACPI)

ACPIは、IAハードウェアの構成と制御に柔軟性を提供する、新しいインタフェースです。ACPIでは現在、プラ
グアンドプレイ (PnP) BIOSや Intelマルチプロセッサ仕様 (MPSPEC)は使用されていません。IAベースのシステ
ムでACPIを使用できる場合、Solaris 8オペレーティング環境は自動的にACPIを使用し、ハードウェアを構成
します。

PCIホットプラグ機能のサポート

この機能により、Intel版 Solarisを実行し、ホットプラグ機能が有効になったコンピュータに対して、標準 PCI
アダプタをホットプラグする (実行中のシステムにアダプタを追加したり、実行中のシステムからアダプタを取り
外したりする)ことができます。

キーボードデバイスとマウスデバイスを対象としたユニバーサルシリアルバス (USB)のサポート

Intel版の Solarisは、キーボードデバイスとマウスデバイス用に USBをサポートするようになりました。

Xサーバーのビデオドライバ拡張機能

Intel版 Solarisでサポートするビデオデバイスが増えました。

SCSIドライバ

説明

IA:デバイスドライバの拡張 : cadp

Solaris cadpドライバは、Adaptec Ultra2アダプタをサポートするようになりました。

IA:デバイスドライバの拡張 : ncrs

Solaris ncrsデバイスドライバは、SCSIのホットプラグ機能と、Ultra2デバイスをサポートするようになりまし
た。このほか、一般的な機能やパフォーマンスも改良されています。

IA:デバイスドライバの拡張 : symhisl

アダプタ SYM22910と SYM21002をサポートする symhislデバイスドライバが、Intel版の Solarisに組み込まれ
ました。
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付録 B

Solaris 7ソフトウェアリリースの機能

付録 Bでは、Solaris 7オペレーティング環境の機能の概要を説明します。

注 –ここでは、初期の Solaris 7ソフトウェアリリースに含まれていた機能だけについ
て説明します。

Solaris 7リリースの更新版で追加された機能については、付録Aを参照してくださ
い。

Solaris 64ビットオペレーティング環境

説明

SPARC: 64ビットオペレーティング環境

Solarisの 64ビットオペレーティング環境は、64ビットオペレーティングシステムによってサポートされる完全
な 32ビットおよび 64ビットアプリケーションおよび開発環境です。この環境では、ソースレベルとバイナリレ
ベルで既存アプリケーションとの互換性および相互運用性が最大限維持できます。さらに、64ビットの Solarisオ
ペレーティング環境は、32ビットシステムでの多くの制約を克服しています。特に、この環境では、64ビット仮
想アドレス空間がサポートされ、他の既存の 32ビットシステムの制限事項が解消されました (この機能
は、SPARC版の Solarisオペレーティング環境専用の機能です)。
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Webブラウザ

説明

Netscape Communicator

Solaris 7は Netscape Communicatorが添付されて出荷されます。

ネットワーク管理とシステム管理

説明

UFSロギング

UFSロギングは、トランザクション (完全な UFS操作を構成する変更)をログに保存してから、そのトランザク
ションを UFSファイルシステムに適用するプロセスです。保存されたトランザクションは、後でファイルシステ
ムに適用できます。

UFSロギングには 2つの長所があります。まず、ファイルシステムが矛盾する可能性がなくなるため、fsck(1M)
を実行する必要がなくなります。また、fsckを省略できるため、システムがクラッシュまたは異常停止した場合
にシステムをリブートする時間を短縮できます。

UFS マウントオプション: -o noatime

ファイルに対するアクセス時間更新を無視するには、UFSファイルシステムをマウントするときに、-o
noatimeオプションを指定できます。このオプションは、アクセス時間が重要でないファイルシステムに対する
ディスク動作を減らします (たとえば、Usenetニューススプール)。

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)

LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)は、プラットフォームに依存しない、オープンな標準アクセスプ
ロトコルであり、X.500情報モデルに基づいています。LDAPは、TCP/IP上で実行されるように設計されてお
り、簡単な文字コード化を使用します。LDAPアプリケーションはクライアント/サーバーアプリケーションで
す。このリリースで組み込まれたクライアントライブラリを使用して、開発者は LDAPアプリケーションを作成
し、ユーザーは LDAP対応アプリケーションを実行できるようになりました。

SPARC:動的再構成

動的再構成を使用すると、サービスプロバイダは、動作中のシステムでホットプラグ可能なシステムボードを追
加、または取り外して交換でき、リブートに要する時間を節約できます (特定の SPARCシステムのみ)。
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説明

新しいコマンド pgrepと pkill

pgrepコマンドはシステム上で動作中のプロセスを調べて、コマンド行で指定する基準に属性が一致するプロセ
ス IDを表示します。pkillコマンドは、pgrepコマンドと同様の働きをし、一致する各プロセス IDに対し
て、kill(2)を実行します。

sendmail 8.9

このバージョンには、スパム (予想外の大量な電子メール)を制限するフック、異なるドメイン名を使用して電子
メールを受信できるようにする仮想ホスト機能、独自の sendmail構成ファイルをより簡単に作成できるように
する構成階層の改良が含まれています。

新しいユーティリティ: traceroute

Solaris 7には、一般的な tracerouteユーティリティが添付されています。この tracerouteユーティリティ
は、IPパケットがインターネットホストへ到達するまでにたどるルートを追跡するために使用します。特に経路
指定の設定ミスや経路指定パスの障害を調べるのに役立ちます。

システムクラッシュダンプユーティリティ

システムクラッシュダンプ機能には、次のものが含まれます。
� dumpadmコマンドを使用すると、システム管理者は、オペレーティングシステムのクラッシュダンプを構成
できます。

� ダンプデータは、圧縮した形式でダンプデバイスに格納されます。
� コアファイルの保存は、プライマリスワップ領域ではなく専用ダンプデバイスがダンプ構成で設定されている
場合、バックグラウンドで実行されます。

ネットワークのパフォーマンス

説明

TCPの SACK機能

TCP選択確認応答 (TCP SACK)は、RFC 2018に記述されているサポートを提供して、輻輳と複数のパケット落ち
に関連する問題を解決できるようになりました。特に、衛星通信または大陸横断通信で TCPのラージウィンドウ
(RFC 1323)を使用するアプリケーションでの問題に対応しています。
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ネットワークのセキュリティ

説明

RPCの変更: RPCSEC_GSSコマンド

RPCは、GSS-APIに基づいて変更されています。この変更により、セキュリティの完全性と機密性が強化さ
れ、NFSサービスが特定または 1つのセキュリティ機構に制限されることはなくなりました。

NIS+拡張 Diffie-Hellman

Network Information Service (NIS+)は、アプリケーションキーの長さを 192ビットから 640ビットに拡大するこ
とによって、NIS+セキュリティを拡張します。

BIND 8.1.2

Berkeley Internet Name Daemon (BIND)は、最も一般的な DNSの実装であり、バージョン 8.1.2にアップグレー
ドされました。このアップグレードは、アクセス制御リスト (ACL)の使用によってネットワークセキュリティを
強化する新しい構成ファイルを提供します。

インストール

説明

SPARC: 64ビットオペレーティング環境のインストール

Solaris 7のインストールプログラムには、64ビットサポートを選択する新しいチェックボックスがありま
す。UltraSPARC™プラットフォームにインストールするとき、デフォルトではこの機能が選択されています。

Solaris Web Startによる AnswerBookコレクションのインストール

Solaris Web Start (Documentation CDに含まれる)には、ボタンをクリックしてAnswerBook2文書サー
バー、Documentation CD上のすべての文書コレクション、または選択した文書コレクションをインストールで
きるインタフェースがあります。

ロケールの拡張

Solaris 7では、英語およびヨーロッパ言語の現地仕様化バージョンが 1枚の CDに入っています。このた
め、Solaris 7 CDのインストールでは Solaris 2.6の場合よりも選択できるロケールが増えています (英語環境の
み)。
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マニュアル

説明

AnswerBook2形式のマニュアルページ

マニュアルページをAnswerBook™の形式ではなく、AnswerBook2 (SGML)の形式で使用できます。この機能に
より移動が簡単になり、他のAnswerBook2文書からマニュアルページにリンクをたどって移動できます (この移
動は英語環境でのみ提供)。

Documentation CDからの AnswerBook2の実行

Documentation CDが接続されているシステムへスーパーユーザーとしてアクセスできるとき、ab2cdスクリプ
トを使用して、CDからAnswerBook2文書サーバーを直接実行できます。その後、CDから文書を見ることがで
きます。

CGIベースのWebサーバーの使用

AnswerBook2文書サーバーは、AnswerBook2をサポートするためだけに別のWebサーバーをシステム上で実行
しなくても、Sun WebServer™などの既存のWebサーバー上で実行できます。

スタイルシートエラーの表示の制御

環境変数 AB2_DEBUGをAnswerBook2文書サーバーに設定できます。この変数は、赤い「BUG」の表示によっ
て、スタイルシートエラーをユーザーに対して示すかどうかを指定します。
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言語サポート

説明

言語処理の枠組みの拡張
� 6つの新しい UTF-8ロケール (フランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、スウェーデン語、および
ヨーロッパ言語)を追加して Unicodeサポートを拡張しています。これらの Unicodeロケールは、複数の言語
で使用される文字に対応しています。ユーザーは、日本語、タイ語、ロシア語などのさまざまな言語の文字で
構成されるテキストを入力したり表示したりできます。その際ロケールを変更したり、新しいロケールをイン
ストールしたりする必要はありません。

� アラビア語、ヘブライ語、タイ語などの複雑なテキストレイアウト言語のために、複合テキストサポートが統
合されています。これらの言語は、双方向テキスト、複合テキスト、およびコンテキストに応じたテキストを
処理するために特殊なテキスト前処理を必要とします。

� Internet Intranet Input Method Protocol (IIIMP)を実装しています。これにより、Solarisで提供する入力方式
を、Javaアプリケーションおよび非 X Windowsアプリケーションから利用できるようになります。

� Desktop Font Downloaderを使用すると、ユーザーは、フォントのダウンロード、削除、再符号化、および変
換、状態の確認、さらに PostScriptプリンタでのほかの管理作業を実行できます。

ロケールサポートの拡張
� 欧州連合 (EU)は、統一通貨「ユーロ」で合意しました。1999年 1月より、EU加盟国のうち 11ヶ国のすべて
の外国為替、銀行、および金融産業が、通貨をユーロに切り替えました。この切り替えに備えて Solaris 7で
は、6つの新しいユーザーロケールでユーロ通貨のサポートを追加しました。

� 東欧諸国、タイ、および中近東諸国へのサポートを追加しました。

標準への準拠

説明

UNIX 98

Solaris 7は UNIX 98として認められています。
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ソフトウェア開発環境

説明

SPARC: 64ビット開発環境

開発者に対して完全な 32ビットと 64ビットの開発環境を提供します。

実行時リンカー

プログラムで LD_LIBRARY_PATHを設定しないで共有ライブラリを検索でき、また共有ライブラリをロードする
効率が上がりました。

manユーティリティの表示機能の拡張

manユーティリティは、従来の nroffだけでなく、SGMLでコード化されたマニュアルページを表示できるよう
になりました。

Solaris 64ビット X Window Systemライブラリ

32ビットバージョンで提供されているコア X11共有ライブラリ (.so)と開発者用 lintライブラリ (.ln)はすべ
て、64ビット Solarisの 64ビットバージョンで使用できます。

JDKのパフォーマンス改善

Solarisの JDK 1.1.6は念入りに調整およびテストされました。このため、JDKは企業向けに開発され、企業の
ネットワーク全体で使用される Javaアプリケーションのスケーラビリティとパフォーマンスを大幅に向上させま
す。

WebNFS Software Development Kitの添付

WebNFS Software Development Kit (SDK)は、WebNFSを使用して、Javaアプリケーションに対し、遠隔ファイ
ルアクセス機能を提供します。これは、NFSプロトコルを直接実装しているため、SDKはホストシステムでの
NFSサポートを必要としません。

関数呼び出しの追跡: trussユーティリティ

trussユーティリティはシステムコール、シグナル、およびプロセスのマシンフォルトを追跡します。このユー
ティリティに、プロセスによって実行されるユーザーレベルの関数呼び出しの出入り口を追跡できる新しいオプ
ションが追加されました。

改善されたデバイス構成ライブラリ

デバイス構成情報を取得するために使用される libdevinfoライブラリが、Solaris 7ではより強化されて包括的
になっています。詳細は、libdevinfo(3)のマニュアルページを参照してください。

付録 B • Solaris 7ソフトウェアリリースの機能 103



グラフィックと画像

説明

XIL基本画像ライブラリ

XIL™基本画像ライブラリは、文書の画像処理、カラープリプレス、デジタルビデオの作成や再生などの画像お
よびデジタルビデオの処理機能を必要とするライブラリやアプリケーションに適しています。

立体画像イメージ表示機能を新たにサポートすることにより、左眼画像と右眼画像を表す 1組の画像を表示でき
ます。これは、表示画像に立体感を与えます。

XIL Developer’s Kitは、このバージョンで Solarisから独立し、無料で入手できます。

デスクトップ

説明

共通デスクトップ環境 (CDE)

Solaris CDEにはアドレスカード、アプリケーション、電子メールアドレス、ファイル、フォルダ、ホスト、プロ
セス、およびWebアドレスの検索、操作、管理に役立つ新しいツールが組み込まれています。

マルチスレッドに対して安全な 5つの新しいMotifウィジェットを含むMotif 2.1のサポートが Solaris CDEに含
まれます。Motif 2.1は ISO規格の複雑なテキストレイアウト言語のロケールをサポートします。このロケールで
は、Solaris 7で開発された 1つのバイナリで、ヘブライ語、アラビア語、およびタイ語のユーザーをサポートで
きます。

印刷機能

説明

フォント管理の機能拡張

Desktop Font Downloaderを使用すると、ユーザーは、フォントのダウンロード、削除、再符号化、および変
換、状態の確認、さらに PostScriptプリンタでのほかの管理作業を実行できます。
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Intel版ハードウェアのサポート

説明

SCSIディスクドライバの sdコマンド

sd SCSIディスクターゲットドライバは、以前には SPARC版 Solarisシステムだけに提供されていました
が、Solaris 7では、cmdkの代わりに SCSIディスクサポートおよびATAPI CD-ROMサポートに使用されていま
す。cmdkドライバは、これまで通り SCSIではないハードディスクをサポートしています。

インテリジェント入出力フレームワークのサポート

インテリジェント入出力 (I2O)は、モジュール化された高パフォーマンス入出力サブシステムの新たな標準で
す。この機能は、I2O対応ハードウェアに依存するものであり、Intel版 Solarisでのみ使用できます。
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